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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

体験を
伝える

妹
を
背
負
っ
て
火
葬
場
に
立

つ
少
年
—
。
写
真
の
前
で
動
か

な
く
な
っ
た
男
性
が
い
た
。
竹

下
宏
さ
ん
（
72
）
。

母
親
が
長
崎
で
原
爆
に
遭

い
、
そ
の
２
年
後
に
生
ま
れ
た
。

小
学
校
３
年
生
ぐ
ら
い
の
時
に

長
崎
市
立
西
坂
小
学
校
の
校
庭

で
花
壇
を
作
っ
て
い
た
。
土
の

中
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
よ
う

に
溶
け
た
ビ
ー
ル
瓶
が
何
本
も

出
て
き
た
。
今
で
も
そ
の
時
の

こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

原
爆
投
下
か
ら
74
年
目
の

夏
。
５
日
夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
広
島
・
長
崎
平
和
式
典
が
超

党
派
の
宗
教
団
体
の
主
催
で
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
日
米

市
民
が
参
加
し
た
。
式
典
で
は

松
井
一
實
広
島
市
長
、
田
上
富

久
長
崎
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

（
関
連
記
事
４
、
５
面
に
）

NYで広島・長崎平和式典

パ
ネ
ル
展
を
見
て
子
供
時
代
の
体
験
を
思
い
出
す
竹
下
さ
ん
（
５
日
夕
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
、
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
社
会
福
祉

員
、
フ
ァ
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
容

疑
者
（
39
）
は
７
月
26
日
の
炎

天
下
、
１
歳
の
双
子
を
駐
車
場

に
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
丸
一

日
就
業
、
双
子
は
熱
射
病
で
死

亡
し
た
。
同
容
疑
者
は
そ
の
日

の
う
ち
に
殺
人
と
過
失
致
死
罪

で
起
訴
さ
れ
た
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
容
疑
者
は
そ
の

日
の
朝
、
車
で
４
歳
の
息
子
を

保
育
園
に
連
れ
て
行
っ
た
後
、

「
双
子
が
後
部
座
席
で
眠
っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
」
て
勤
務
先

の
駐
車
場
に
８
時
間
駐
車
。
午

後
４
時
過
ぎ
に
帰
途
に
つ
い
て

走
行
中
、
「
保
育
所
に
預
け
た

も
の
と
ば
か
り
思
い
こ
ん
で
い

た
双
子
を
後
部
座
席
に
残
し
た

こ
と
に
初
め
て
気
づ
い
た
」
と
、

警
察
に
語
っ
た
。
妻
の
メ
リ
ッ

サ
・
Ａ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん

は
、
泣
き
な
が
ら
「
悲
惨
な
事

故
」
と
夫
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
裁
判
は
８
月
27
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
。

子
供
を
か
ん
か
ん
照
り
の
車

に
残
し
て
死
な
せ
る
事
故
は
稀

で
は
な
い
。
８
月
１
日
付
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、

昨
年
だ
け
で
車
に
残
さ
れ
た
子

供
52
人
が
亡
く
な
っ
た
全
国
統

計
を
報
道
し
、
保
護
者
に
対
す

る
裁
判
の
判
決
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
、
１
９
９
０
年
以
降

43
％
の
保
護
者
が
刑
事
訴
訟
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す

る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
２
０
１

４
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ア
ッ
プ

ス
テ
ー
ト
で
年
上
の
子
供
２
人

を
学
校
で
降
ろ
し
た
後
、
ま
だ

15
か
月
の
娘
が
カ
ー
シ
ー
ト
で

眠
っ
て
い
る
こ
と
忘
れ
た
ま
ま

出
勤
、
娘
は
熱
射
病
で
亡
く
な

っ
た
。
２
年
後
、
同
州
ア
ッ
プ

ス
テ
ー
ト
で
乳
児
を
車
に
残
し

た
ま
ま
雑
用
に
出
た
警
察
官
が

乳
児
を
死
な
せ
て
い
る
。
ロ
ド

リ
ゲ
ス
容
疑
者
は
起
訴
さ
れ
た

が
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
ど
ち
ら

も
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
。

90
年
代
半
ば
か
ら
車
内
に
置

き
去
ら
れ
た
８
３
３
人
の
小
児

死
亡
事
故
を
分
析
し
た
組
織
、

K
idsandC

ars.org

の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
ア
ン
バ
ー
・
ロ
リ
ン

ズ
氏
は
、
「
こ
れ
ら
の
事
件
が

ど
う
扱
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
の

明
確
な
理
由
は
な
い
」
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
に
語
っ

て
い
る
。
同
組
織
は
４
９
４
件

の
死
亡
に
対
す
る
判
決
を
分

析
、
43
％
は
無
罪
、
32
％
が
有

罪
、
犯
罪
行
為
と
さ
れ
て
も
裁

判
官
ま
た
は
陪
審
員
が
有
罪
と

し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
11
％
、

未
判
決
が
14
％
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
故
に
関
し
て
は

専
門
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
。
南
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
心

理
学
教
授
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
氏
は
、
「
人
は
通

常
の
ル
ー
ト
を
運
転
す
る
時
、

別
の
計
画
を
忘
れ
た
ま
ま
何
も

考
え
ず
に
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
よ
う
に
運
転
す
る
こ
と
が
あ

る
」
と
、
必
ず
し
も
悪
意
あ
っ

て
の
行
動
で
は
な
い
事
故
性
の

存
在
を
説
明
す
る
。
検
察
側
も
、

（
犯
罪
か
否
か
を
判
断
す
る
の

に
）
一
番
重
要
な
点
は
、
置
き

去
り
に
し
た
大
人
に
殺
意
や
故

意
に
子
供
を
危
険
に
さ
ら
す
意

図
が
あ
っ
た
か
否
か
だ
と
主
張

し
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
事
件
で
は

父
親
に
殺
意
が
あ
っ
た
と
し
て

有
罪
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。

14
年
６
月
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・

ロ
ス
・
ハ
リ
ス
被
告
は
22
か
月

の
息
子
、
ク
ー
パ
ー
君
を
カ
ー

シ
ー
ト
に
残
し
た
ま
ま
レ
ス
ト

ラ
ン
で
朝
食
を
と
っ
て
か
ら
仕

事
場
ま
で
運
転
、
７
時
間
後
に

車
に
戻
っ
た
時
ク
ー
パ
ー
君
は

死
ん
で
い
た
。
ハ
リ
ス
被
告
は
、

息
子
の
死
は
事
故
だ
と
主
張
し

た
が
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
事

件
を
担
当
し
た
地
方
検
事
補
佐

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｐ
・
ボ
ー
リ

ン
グ
氏
は
、
「
感
情
的
な
事
件

で
は
あ
る
が
、
感
情
に
捕
ら
わ

れ
ず
に
冷
静
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
何
事
に
も
共
通
す

る
よ
う
に
、
明
確
な
白
黒
で
は

な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る

学
校
も
特
に
下
校
後
の
バ
ス
内

で
の
児
童
取
り
残
し
に
は
神
経

を
使
っ
て
い
る
。

炎
天
下
車
内
に
子
供

全
米
で
昨
年

52
人
が
犠
牲

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

https://www.syscomusa.com/
https://nipponexpressusa.com/
https://www.rairaiken-ny.com/
https://www.amnet.jp/
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カ
ラ
ー
や
パ
ー
マ
で
デ
ザ
イ

ン
を
作
り
、
美
し
さ
を
求
め
る

上
で
ア
ル
カ
リ
薬
剤
に
よ
る
ケ

ミ
カ
ル
ダ
メ
ー
ジ
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
。
し
か
し
健
康
な
毛

髪
で
い
る
た
め
に
は
、
ア
ル
カ

リ
性
を
中
和
し
、
弱
酸
性
に
戻

す
こ
と
が
大
切
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
ヘ
ア
サ
ロ
ン
を
経
営
す

る
モ
モ
タ
ロ
ー
ヘ
ア
サ
ロ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
、
サ
ミ
ー
宮
本
さ
ん

が
、
自
身
の
名
前
を
冠
し
た
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
ダ

ク
ト
「
サ
ミ
ー
・
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
」
を
日
本
で
発
表
し
て
今

年
で
３
年
。
現
在
米
国
内
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
始
め
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
ア
ト
ラ
ン
タ
な
ど
の

ヘ
ア
サ
ロ
ン
で
「
酸
熱
」
名
で

使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
国

内
で
は
、
自
由
が
丘
を
始
め
と

す
る
国
内
各
地
で
も
そ
の
毛
髪

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
剤
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
の
新
技
術
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
い
る
。

「
酸
熱
」
の
主
成
分
は
グ
リ

オ
キ
シ
ル
酸
で
毛
髪
内
部
の
細

胞
の
構
造
を
整
え
、
タ
ン
パ
ク

質
、
油
分
を
補
い
、
酸
性
領
域

で
髪
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
人

間
本
来
の
健
康
毛
、
は
り
、
艶
、

こ
し
、
若
い
時
の
よ
う
な
引
き

締
ま
っ
た
状
態
の
健
康
毛
に
蘇

ら
せ
る
効
果
が
あ
る
。
ダ
メ
ー

ジ
毛
と
は
、
ア
ル
カ
リ
性
の
シ

ャ
ン
プ
ー
、
パ
ー
マ
、
毛
染
な

ど
の
薬
害
で
の
膨
潤
、
キ
ュ
ー

テ
ィ
ク
ル
を
開
い
て
毛
髪
内
部

の
油
分
、
タ
ン
パ
ク
質
が
流
出

す
る
こ
と
で
キ
シ
ミ
や
パ
サ
ツ

キ
が
起
こ
り
細
胞
の
損
傷
な
ど

で
ダ
メ
ー
ジ
毛
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
状
態
を
指
す
。
痛
ん
で
、

バ
ザ
バ
ザ
に
な
っ
た
髪
の
毛
を

表
面
か
ら
で
は
な
く
髪
の
毛
の

内
部
か
ら
生
き
生
き
と
再
生
し

て
ス
ト
レ
ー
ト
に
ブ
ロ
ウ
し
た

時
に
自
然
な
美
し
さ
を
取
り
戻

し
、
そ
の
効
果
は
６
か
月
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
モ
モ
タ
ロ

ー
（
東
49
丁
目
22
番
地
、
電
話

２
１
２
・
７
５
９
・
２
３
９

２
）
で
は
、
９
月
１
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
、
ま
た
翌
２

日
（
月
）
は
正
午
と
午
後
３

時
か
ら
の
２
回
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
地
域
で
活
躍
す
る
プ
ロ

ヘ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
対
象
に

し
た
実
演
紹
介
無
料
セ
ミ
ナ

ー
を
予
定
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
健
康
な

髪
、
若
返
り
毛
髪
、
髪
を
美

し
く
、
あ
の
頃
の
よ
う
に
元

に
再
現
す
る
た
め
に
、
薬
剤

で
は
な
い
、
ダ
メ
ー
ジ
の
な

い
パ
ー
マ
、
ダ
メ
ー
ジ
の
な

い
カ
ラ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
業
者
対

象
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊

で
働
く
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

講
師
はW

atai

代
表
の
渡
井

タ
ケ
ト
さ
ん
＝
写
真
＝
。
渡
井

さ
ん
は
、
今
年
３
月
、
自
由
が

丘
に
ヘ
ア
サ
ロ
ン

W
atai

を

オ
ー
プ
ン
し
、
ハ
イ
エ
ン
ド
な

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
立
ち
上
げ

か
ら
多
く
の
著
名
人
と
高
級
嗜

好
の
客
か
ら
高
い
支
持
を
受
け

て
い
る
。
中
で
も
ハ
イ
ラ
イ
ト

を
中
心
と
す
る
ヘ
ア
カ
ラ
ー
と

酸

熱

ト

リ

ー

ト

メ

ン

ト

(Sam
m
y
treatm

en
t)

は
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
日
本
の
美
容

業
界
か
ら
支
持
さ
れ
、
オ
ー
プ

ン
２
か
月
で
個
人
売
り
上
げ
は

２
０
０
万
円
を
超
え
た
。
ほ
か

に
も
各
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開

発
、
ま
た
有
名
サ
ロ
ン
を
始
め
、

全
国
で
講
習
会
の
依
頼
が
後
を

絶
た
な
い
。

会
場
と
な
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
モ
モ
タ
ロ
ー
ヘ
ア
サ
ロ
ン
の

サ
ミ
ー
宮
本
さ
ん
は
「
で
き
れ

ば
同
じ
ヘ
ア
サ
ロ
ン
か
ら
２
人

ひ
と
組
で
参
加
し
て
も
ら
え
た

ら
、
お
互
い
に
や
る
方
と
や
ら

れ
る
方
で
そ
の
効
果
が
よ
く
分

か
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

申
し
込
み
締
め
き
り
は
８
月

20
日
。
問
い
合
わ
せ
と
無
料
講

習
会
申
し
込
み
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

sannetsuny
c@
gm
ail.com

ストレートは「伸ばす」から「整える」時代に
モモタローヘアサロンで９月１日、２日

プ
ロ
向
け
無
料
講
習
会
開
催

酸
熱
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
日
本
か
ら
講
師
招
き

渡井タケトさん

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
前
（
右
）
と
後
（
左
）

効果を見守るサミー宮本さん（右奥）

https://www.j-collabo.org/
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暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
週
末
な
ど
オ
フ
タ
イ
ム
、

こ
の
季
節
、
皆
様
は
ど
の
よ
う

な
服
装
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
や
は
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
と
い
っ
た
軽
装
が
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ

れ
で
全
く
問
題
な
い
の
で
す

が
、
お
昼
や
夕
方
に
ふ
と
「
ち

ょ
っ
と
一
杯
」
と
思
わ
れ
た
時
、

ま
た
「
洒
落
た
カ
フ
ェ
な
ど
で

軽
め
の
食
事
で
も
」
と
い
っ
た

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
際
な

ど
、
寛
ぎ
つ
つ
も
季
節
感
が
あ

り
、
ほ
ん
の
少
し
洒
落
た
装
い

を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
装
い
の
方
が
必
ず
思

い
出
に
残
る
「
よ
り
良
い
ひ
と

時
」
と
な
る
は
ず
、
と
思
う
か

ら
で
す
。

昨
今
、
機
能
性
を
謳
っ
た
人

工
繊
維
の
衣
料
品
が
増
え
て
お

り
ま
す
ね
。
私
個
人
の
考
え
で

は
あ
り
ま
す
が
、
人
間
の
身
体

に
は
や
は
り
天
然
、
自
然
の
繊

維
が
相
性
が
良
い
の
で
は
な
い

か
、
と
（
笑)

。

そ
こ
で
、
今
回
は
真
夏
の
今
、

お
ス
ス
メ
の
装
い
に
つ
い
て
、

少
し
主
観
的
な
お
話
を
い
た
し

た
く
。
そ
の
一
つ
が
マ
ド
ラ

ス
・
チ
ェ
ッ
ク
を
用
い
た
シ
ャ

ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ス
ラ
ッ
ク

ス
等
々
な
ん
で
す
。

御
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

「
マ
ド
ラ
ス
（M

adras
）
」
は

イ
ン
ド
の
都
市
名
で
、
現
在
正

式
名
は
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
変
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
「
綿
の
王
国
」

イ
ン
ド
、
正
式
に
はIn

d
ia

M
adras

と
呼
ば
れ
る
、
植
物

の
天
然
染
料
を
用
い
、
あ
え
て

あ
ま
り
高
級
で
な
い
と
言
い
ま

す
か
、
む
し
ろ
普
段
着
に
は
ち

ょ
う
ど
良
い
品
質
の
綿
素
材
で

織
ら
れ
た
、
主
に
チ
ェ
ッ
ク
柄

の
生
地
の
こ
と
を
言
う
の
で
す

ね
。
加
え
て
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ

の
世
界
的
な
衣
料
、
ジ
ー
ン
ズ

は
イ
ン
デ
ィ
ゴ
に
よ
っ
て
染
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
ね
。
イ
ン
デ

ィ
ゴ
だ
か
ら
こ
ち
ら
の
ル
ー
ツ

も
ま
た
イ
ン
ド
、
今
で
こ
そ
化

学
染
料
の
イ
ン
デ
ィ
ゴ
が
圧
倒

的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
元
々
天

然
の
深
い
ブ
ル
ー
の
染
料
、
植

物
の
藍
が
元
と
な
っ
て
お
り

（
日
本
の
藍
と
は
品
種
が
違
う

の
で
す
が
）
、
故
郷
を
同
じ
く

す
る
マ
ド
ラ
ス
と
相
性
が
良
く

な

い

わ

け

が

あ

り

ま

せ

ん

(

笑)

。そ
れ
で
、
（
１
）
マ
ド
ラ

ス
・
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
に
ジ

ー
ン
ズ
を
合
わ
せ
た
り
、
ま
た

（
２
）
半
袖
の
ポ
ロ
・
シ
ャ
ツ

や
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ
に

マ
ド
ラ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
羽
織
ら
れ
て
み
た

り
、
な
ど
と
。
（
２
）
の
場
合

も
下
に
合
わ
せ
る
の
は
ジ
ー
ン

ズ
で
い
い
の
で
す
が
、
同
じ
綿

の
仲
間
と
い
う
こ
と
で
、
ベ
ー

ジ
ュ
や
ホ
ワ
イ
ト
な
ど
の
綿
の

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
合
わ
せ
て
み
る

こ
と
に
も
是
非
ト
ラ
イ
さ
れ
て

い
た
だ
き
た
く
。
そ
の
際
、
で

き
れ
ば
綿
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
に
ク

リ
ー
ス
、
即
ち
折
り
目
を
し
っ

か
り
と
入
れ
て
い
た
だ
く
と
真

夏
の
大
人
の
ス
ッ
キ
リ
・
カ
ジ

ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
の
組
み
合
わ
せ

が
完
成
!?

い
や
い
や
、
ま
だ

で
し
た
（
笑)

。
も
う
一
つ
、

シ
メ
と
し
て

「
ホ
ワ
イ
ト
・

バ
ッ
ク
ス
（W

hite
B
ucks

）
」

と
呼
ば
れ
る
、
白
の
ス
ウ
ェ
ー

ド
で
で
き
た
紐
靴
を
合
わ
せ
て

完
成
で
す
!!

紐
靴
で
す
が
、

底
材
は
、
ブ
リ
ッ
ク
ソ
ー
ル
な

ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
合
成
ゴ

ム
で
で
き
て
い
ま
す
。
ホ
ワ
イ

ト
バ
ッ
ク
ス
、
紳
士
の
夏
場
の

定
番
靴
と
し
て
、
利
用
範
囲
は

か
な
り
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
に
て
真
夏
の
大

人
の
、
爽
や
か
な
「
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
サ
マ
ー
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
ド

レ
ス
」
の
組
み
合
わ
せ
の
完
成

で
す
。
マ
ド
ラ
ス
の
生
地
は
、

１
９
５
０
年
代
に
大
流
行
し
た

当
時
は
ジ
ー
ン
ズ
と
同
様
、
染

料
が
落
ち
や
す
く
他
の
衣
料
品

に
移
染
し
た
り
し
ま
し
た
が
、

今
日
で
は
改
良
さ
れ
て
洗
濯
な

ど
取
扱
い
が
随
分
と
ラ
ク
に
な

り
ま
し
た
。

さ
て
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
（clas-

sic

）
」
と
は
古
代
ロ
ー
マ
時
代

の
ラ
テ
ン
語
に
ま
で
語
源
を
遡

る
言
葉
な
の
で
す
が
、
そ
の
本

当
の
意
味
は
実
は
「
古
い
、
古

く
さ
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
最
高
の
」
と
か
「
飽
き
が
こ

な
い
＝
定
番
の
」
と
い
う
の
が

本
当
の
意
味
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
例
え
ば
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
と
は
、
「
人
類
が
ク
リ
エ
ー

ト
し
た
最
高
の
音
楽
」
と
い
う

の
が
正
し
い
意
味
。
紳
士
服
に

お
い
て
は
「
い
い
ね
！
」
と
言

わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
な
ん
で

す
よ
。
で
す
か
ら
目
指
そ
う
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
!!!

そ
れ
で
は
ま

た
次
回
。

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を
経

て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ

ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ

ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士
服
に
関

す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。
１
９
５

９
年
生
ま
れ

マ
ド
ラ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ホ
ワ
イ
ト
バ
ッ
ク
ス

イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ
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ロ
シ
ア
政
府

に
関
係
す
る
ハ

ッ
カ
ー
が
、
Ｉ

ｏ
Ｔ

（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・

オ
ブ
・
シ
ン
グ

ス
）
デ
バ
イ
ス

経
由
で
、
企
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
侵
入
を
試

み
る
ケ
ー
ス
が

相

次

い

で

い

る
。
発
表
元
の

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
・
ス
レ
ッ
ト
・
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
セ
ン
タ

ー

（

M
icrosoft

T
hreat In

telligen
ce

C
en

ter

）
に
よ
れ
ば
、

ハ
ッ
カ
ー
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
上
脆
弱
性
の
あ

る
デ
バ
イ
ス
を
経
由
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入

り
込
ん
だ
後
に
、
さ
ら

に
価
値
の
高
い
情
報
へ

の
入
口
を
模
索
す
る
ら
し
い
。

狙
わ
れ
て
い
る
の
は
Ｉ
Ｐ
フ
ォ

ン
や
オ
フ
ィ
ス
向
け
の
プ
リ
ン

タ
ー
、
ビ
デ
オ
デ
コ
ー
ダ
ー
等
。

こ
れ
が
最
初
に
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
４
月
で
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
顧
客
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
、
ロ
シ
ア
政
府
関
連
の
ハ

ッ
カ
ー
グ
ル
ー
プ
向
け
の
信
号

が
発
信
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

パ
ス
ワ
ー
ド
が
工
場
出
荷
時

の
、
よ
く
あ
り
が
ち
な
も
の
に

設
定
さ
れ
て
い
た
り
、
フ
ァ
ー

ム
ウ
ェ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
っ

た
、
デ
バ
イ
ス
・
メ
ー
カ
ー
や

ユ
ー
ザ
ー
が
事
前
に
予
防
処
置

を
講
じ
て
い
れ
ば
防
げ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
よ
う

だ
。Ｉ

ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
が
ハ
ッ

カ
ー
に
狙
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
、
同
技
術
が
世

の
中
に
紹
介
さ
れ
た
当
初
か

ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、

当
時
は
、
そ
れ
ほ
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
意
識
は

高
く
な
か
っ
た
よ
う
な
気
も

す
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
の

適
用
範
囲
が
個
人
向
け
か
ら

オ
フ
ィ
ス
向
け
に
普
及
し
て

く
る
に
つ
れ
、
よ
り
価
値
の

あ
る
情
報
を
ハ
ッ
カ
ー
が
求

め
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
今

回
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
か
ら

の
警
告
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
大

小
に
関
わ
ら
ず
、
真
剣
に
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
一

つ
懸
念
す
べ
き
こ
と
は
、
こ

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
の
領
域

が
、
専
門
的
か
つ
高
度
な
デ

バ
イ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
素

人
で
も
簡
単
に
設
置
で
き
て

し
ま
う
よ
う
な
も
の
ま
で
広

く
カ
バ
ー
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
。
デ
バ
イ
ス
の
種
類
に

関
わ
ら
ず
、
設
置
や
設
定
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
知
識

を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
、

社
内
で
使
用
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

接
続
さ
れ
た
デ
バ
イ
ス
の
使
用

状
況
を
常
時
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
だ
。
何
か
起
き
て
し

ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
。

企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化

が
一
層
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な

っ
て
い
る
。
（
え
が
わ
・
な
か

ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

江川央の DIGITAL 最前線

IoT デバイスがロシアのハッカーの標的に。

原爆式典NYで
今
世
界
で
は
自
国
第
一
主
義

が
台
頭
し
、
国
家
間
の
排
他
的
、

対
立
的
な
動
き
が
緊
張
関
係
を

高
め
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
動
き

も
停
滞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
世
界
情
勢
を
、
皆
さ
ん
は

ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
。
二
度

の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
私
た

ち
の
先
輩
が
、
決
し
て
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
理
想
の
世
界
を
目

指
し
、
国
際
的
な
協
調
体
制
の

構
築
を
誓
っ
た
こ
と
を
、
私
た

ち
は
今
一
度
思
い
出
し
、
人
類

の
存
続
に
向
け
、
理
想
の
世
界

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
次
代
を
担
う
戦
争
を

知
ら
な
い
若
い
人
に
こ
の
こ
と

を
訴
え
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の

た
め
に
も
１
９
４
５
年
８
月
６

日
を
体
験
し
た
被
爆
者
の
声
を

聴
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。

（
中
略
）

今
、
広
島
市
は
、
約
７
８
０

０
の
平
和
首
長
会
議
の
加
盟
都

市
と
一
緒
に
、
広
く
市
民
社
会

に
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
共
有

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
核

廃
絶
に
向
か
う
為
政
者
の
行
動

を
後
押
し
す
る
環
境
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中

の
為
政
者
に
は
、
核
不
拡
散
条

約
第6

条
に
定
め
ら
れ
て
い
る

核
軍
縮
の
誠
実
交
渉
義
務
を
果

た
す
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
へ
の
一
里
塚
と
な
る
核

兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
求
め

る
市
民
社
会
の
思
い
に
応
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
た
中
、
日
本
政
府
に

は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署

名
・
批
准
を
求
め
る
被
爆
者
の

思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
上
で
、

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
体

現
す
る
た
め
に
も
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
に
更
に
一
歩

踏
み
込
ん
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
平
均
年
齢
が
82
歳
を
超

え
た
被
爆
者
を
始
め
、
心
身
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
放
射
線
に
よ

り
生
活
面
で
様
々
な
苦
し
み
を

抱
え
る
多
く
の
人
々
の
苦
悩
に

寄
り
添
い
、
そ
の
支
援
策
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
「
黒
い
雨

降
雨
地
域
」
を
拡
大
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

本
日
、
被
爆
74
周
年
の
平
和

記
念
式
典
に
当
た
り
、
原
爆
犠

牲
者
の
御
霊
に
心
か
ら
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
核
兵

器
廃
絶
と
そ
の
先
に
あ
る
世
界

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
、
被

爆
地
長
崎
、
そ
し
て
思
い
を
同

じ
く
す
る
世
界
の
人
々
と
共
に

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま

す
。

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

８
月
６
日

広
島
市
長

松
井

一
實

松
井
広
島
市
長

ヒ
ロ
シ
マ
の
心
世
界
で
共
有
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
平
和
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
（
中
垣
顕
實
代
表
）

は
５
日
夜
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
で
広
島
・
長
崎
の
原

爆
式
典
「
平
和
の
集
い
」
を
開

催
し
た
（
１
面
に
記
事
）
。
日

本
の
原
爆
投
下
時
間
の
８
月
６

日
午
前
８
時
15
分
に
合
わ
せ
米

東
部
時
間
の
５
日
午
後
７
時
15

分
、
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
の
壁
を
超
え
、
米
国
人
と

日
本
人
が
共
に
集
ま
り
、
広

島
・
長
崎
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
に
と
平
和
を
共
に
祈

念
す
る
式
典
。
今
回
で
26
回
目

と
な
る
。

川
村
泰
久
国
連
特
命
全
権
大

使
次
席
常
駐
代
表
が
登
壇
し

「
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
日
本

は
『
核
な
き
世
界
』
を
実
現
す

る
た
め
努
力
す
る
義
務
が
あ

る
。
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
つ

い
て
将
来
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
も
日
本
の
大
事
な
役

割
。
広
島
・
長
崎
の
悲
劇
は
決

し
て
繰
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
被
爆

者
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
在
住
の

ウ
エ
ス
ト
森
本
富
子
さ
ん
の
証

言
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
会
長
で
あ
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

グ
ラ
ノ
フ
さ
ん
の
基
調
講
演
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
は
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
秋
吉
敏
子
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者

の
ル
ー
・
タ
バ
キ
ン
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
・
イ
ン
タ
ー
デ
ノ
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ア
イ
ア
、
風

の
環
少
年
少
女
合
唱
団
、
天
理

雅
楽
が
、
日
本
か
ら
は
や
ま
と

舞
の
や
ま
と
ふ
み
こ
、
ダ
ン
サ

ー
の
那
須
シ
ズ
ノ
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
松
尾
泰
伸
、

伝
動
詩
人

の
え
い
た
　(

瀬
川
映
太
）
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
が
ス

テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
入
口
付
近
と
ロ

ビ
ー
で
原
爆
の
パ
ネ
ル
展
が
開

催
さ
れ
た
。
式
典
で
は
広
島
市

長
と
長
崎
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
読
ま
れ
た
。
（
別
稿
）

平
和
を
誓
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
会
場
に

長
崎
市
民
を
代
表
し
て
、
原

爆
の
日
を
追
悼
す
る
「
平
和
の

集
い
」
の
主
催
者
の
方
々
に
敬

意
と
感
謝
を
表
明
し
ま
す
。

１
９
４
５
年
、
８
月
９
日
の

午
前
11
時
02
分
、
長
崎
市
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
、
７
万
４
０
０
０

人
が
亡
く
な
り
、
７
万
５
０
０

０
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
原
爆

で
悲
惨
な
経
験
を
し
た
被
爆
者

の
方
々
を
含
む
長
崎
市
民
は
、

「
原
爆
の
悲
惨
さ
を
他
の
誰
に

も
経
験
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」

と
決
断
し
ま
し
た
。
「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
す
る
」
こ
と

を
目
標
に
、
核
兵
器
が
無
い
世

界
を
呼
び
か
け
続
け
て
い
ま

す
。来

年
は
原
爆
に
遭
っ
て
か
ら

75
年
目
を
迎
え
ま
す
。

現
在
世
界
に
は
ま
だ
１
万
４

０
０
０
発
ほ
ど
の
核
弾
頭
が
あ

り
、
核
兵
器
を
巡
る
国
際
情
勢

は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
市
民
社
会
は
核
兵
器
の
無

い
社
会
の
現
実
化
へ
と
い
ち
早

く
近
づ
く
た
め
に
協
力
し
合
っ

て
声
を
上
げ
る
べ
き
で
す
。
平

和
の
集
い
に
参
加
す
る
な
ど
の

皆
さ
ん
の
小
さ
な
行
動
で
も
平

和
な
世
界
へ
の
大
き
な
前
進
に

繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
平

和
の
輪
を
広
げ
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
で
協
力
し
続
け
ま
し
ょ

う
。
最
後
に
、
「
平
和
の
集
い
」

の
ご
成
功
、
皆
さ
ん
の
健
康
と

幸
福
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

２
０
１
９
年
８
月
５
日

長
崎
市
長
　
田
上
富
久

田
上
長
崎
市
長

小
さ
な
行
動
を
大
き
な
前
進
に

乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
患
者

支
援
団
体
の
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日

本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
23
日

（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時

ま
で
、
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
本
部

（
西
46
丁
目
１
６
５
番
地
７

１
２
号
室
、
６
番
街
と
７
番

街
の
間
）
で
第
５
回
勉
強
会

を
行
う
。
協
賛
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
。

テ
ー
マ
は
「
も
っ
と
知
り

た
い
腫
瘍
に
つ
い
て
」
。
講

師
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
ロ

ー
ン
・
ケ
ッ
タ
ー
リ
ン
グ
が

ん
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
す
る
田

中
広
祐
医
師
（
が
ん
薬
物
療

法
専
門
医
）
と
林
玲
匡
医
師

（
病
理
学
専
門
医
）
。
良
性
腫

瘍
と
悪
性
腫
瘍
の
分
か
れ
目

は
、
悪
性
腫
瘍
の
す
べ
て
が

が
ん
な
の
か
、
良
性
の
腫
瘍

も
が
ん
に
変
化
す
る
の
か
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
か
ら
分
か
る

こ
と
は
、
針
生
検
で
腫
瘍
の

正
体
は
ど
れ
ぐ
ら
い
判
明
す

る
の
か
等
、
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
、
健
康
ナ
ビ
ゲ
タ
ー
の
沼

田
靖
子
さ
ん
が
司
会
を
務
め

る
。参

加
無
料
、
定
員
25
人

（
先
着
順
）
。
申
し
込
み
・
問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

adm
in

@
sh

arejp.org

ま

で
、
件
名
「
８
月
の
勉
強
会

参
加
申
し
込
み
」
と
し
て
、

名
前
と
連
絡
先
を
明
記
す

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://sharejp.org

参
照
。

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
勉
強
会

「
も
っ
と
知
り
た
い
腫
瘍
に
つ
い
て
」

写
真
右
か
ら
被
爆
体
験
を

語
る
ウ
エ
ス
ト
森
本
さ
ん
、

広
島
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
す
る
古
本
武
司
Ｎ

Ｙ
広
島
県
人
会
名
誉
会
長
、

長
崎
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
む
Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会

の
佐
藤
哲
也
会
長

広
島
・
長
崎
被
爆
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
の
式
典
に

合
わ
せ
鐘
打
つ

https://mikoto-inc.com/nys
http://www.sakuraradio.com
https://ibec-usa.com/


●「立教会・夏の会」＝8/11（日）19:00〜21:30  かおる（306 E
46th St.)  参加費：＄90　総長と校友会長の訪米に合わせての特別会。
問い合わせはEメールrikkyokai.ny@gmail.com（ニューヨーク立教会
幹事）まで。●ＮＹ京都倶楽部「浴衣で愛ましょ！浴衣で夕暮れのマ
ンハッタンクルーズ」＝８/24（土）18:00〜21:00　集合は15:00 に
タイムズスクエアまたは17:30にEmpire Cruise (2430 FDR Dr.)  参加
費（食事付）：＄105（大人）、＄50（子供）7/31
までの早割は$85（大人）、＄40（子供）定員300人、
申し込み締め切りは8/21（定員になり次第締切）
船内では浴衣コンテスト、飴細工、風船アートなど。
ドリンクはキャッシュバー。誰でも参加可。ウェブ
サ イ ト https://dpnewyork.com/nykyotoclub/manhattan-
cruise2019/問い合わせはＥメールnykyotoclub@gmail.com まで。
●NY三田会「2019年度総会」＝9/3（火）18:00　Harvard Club of
New York City (35 W. 44th St.) 会費：$110〜（卒業年度に応じる）
毎年200人を超える塾員が参加、幅広い年齢層で交流を広げる場となっ
て い る 。 初 め て の 人 も 歓 迎 。 申 し 込 み や 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト

www.nymitakai.comを参照。ニューヨーク三田会のフェイスブック
での友達申請も募集中。●第26回JAAチャリティーゴルフ大会＝９/30
日（月）７: 30〜16:30 ハーバーリンクス ゴルフコース(1 W Fairway
Dr.Port Washington) 参加費：$270（グリーンフィー、カート代、食
事代を含む）、四人組の場合＄999。ニューヨーク日系人会（JAA）が
開催する毎年恒例のアマチュアゴルフイベント、定員72人。賞品には

全日空ビジネスクラスのニューヨーク東京往復券、
また総額４万ドルの賞金も設けられる。７:30ブレ
ックファスト、８:30オリエンテーション、９:30
ティーオフ。14:30バフェ形式のランチ。申し込み
締め切りは９月13日。問い合わせは電話212-840-

6942、ウェブサイトinfo@jaany.orgまで。●ドナルド・キーンさんを
偲ぶ会＝９/27（金）17:00 Faculty House, Presidential Ballroom
(3Fl), Columbia University (64 Morningside Dr.)  入場無料、要予約。
２月に日本で亡くなった日本文学者で同大名誉教授のドナルド・キー
ンさん（享年94歳）を偲ぶ。登録はウェブサイトhttp://keenecen-
ter.orgから。

www.nyseikatsu.comで詳報

■在NY日本国総領事館=旅券申請や在外選挙
登録(212)371-8222■邦人安否確認システム
(866)903-2674■NY日本商工会議所＝対米
進出日系企業団体(212)246-8001■日本クラ
ブ＝親睦団体(212)581-2223■NY日系人

会＝親睦と無料相談(212)840-6942■ジャパ
ン・ソサエティー＝日米間の文化交流事業
(212)832-1155■日米ソーシャル・サービス
(JASSI)=無料生活相談(212)442-1541■日米
カウンセリングセンター＝専門家による心の
相談室(212)720-4560■教育文化交流センタ
ー教育相談室＝邦人子弟教育相談(914)305-
2411■ウーマンカインド＝DV日本語ホットラ

イン(888)888-7702■APICHA＝HIVエイズ相談
(866)274-2429■乳がん相談 ：BCネットワーク
無 料 ホ ッ ト ラ イ ン info@
bcnetwork.org■AARS＝アルコール・ド
ラッグ問題相談と治療(212)720-4531■NY
日本人学校(203)629-9039■NJ日本人学校
(201)405-0888■NY補習授業校(914)636-
3770■NJ補習授業校(201)585-0555。

公共サービス電話番号

（5） ［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月10日（土）

広島・長崎の 原爆式典NYで

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ー
ク
ス

ロ
ー
プ
を
拠
点
と
す
る
Ｊ+

Ｂ

ス
ト
ア
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ラ
ボ
が
７
月
27
日
と
28

日
、
店
舗
拡
張
の
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
夏
空
の
下
、
日
米
の
来
場

客
で
賑
わ
っ
た
。

海
外
で
の
販
路
を
求
め
る
中

小
の
日
系
企
業
の
声
に
応
え
る

形
で
２
０
１
４
年
10
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
同
店
は
、
企
業
の
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

形
で
、
日
本
全
国
の
商
品
に
加

え
て
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
発
の
商

品
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に

美
容
発
信
地
誕
生

■
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

「
熱
線
で
焼
き
付
け
ら
れ
た

欄
干
の
影
や
、
住
友
銀
行
の
石

段
に
焼
き
つ
か
れ
た
人
の
影
な

ど
の
展
示
写
真
を
な
ん
ど
も
見

た
。
自
分
自
身
は
岡
山
で
大
空

襲
に
遭
っ
て
、
一
歩
間
違
え
て

た
ら
自
分
も
死
ん
で
い
た
の
で

は
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
。
日
本

人
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
の
原

爆
に
対
す
る
意
見
も
聞
け
る
の

で
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

う
。
原
爆
の
こ
と
を
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
人
、
そ
し

て
現
地
の
日
本
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
」
（
荒
木
道
郎
さ
ん
、
80

歳
）

■
す
べ
て
の
兵
器
廃
絶
を

「
核
兵
器
を
使
っ
た
戦
い
は

と
て
も
卑
怯
な
こ
と
で
、
存
在

す
る
べ
き
で
は
無
い
と
思
う
。

核
兵
器
だ
け
で
な
く
、
危
険
を

及
ぼ
す
す
べ
て
の
兵
器
を
な
く

す
べ
き
だ
。
す
べ
て
の
国
々
や

宗
教
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
り
兵

参
加
者
も
心
ひ
と
つ

日
米
市
民
が
集
い
証
言

器
の
無
い
世
界
を
祝
い
、
平

和
の
象
徴
と
し
て
一
斉
に
風

船
を
空
に
飛
ば
す
、
そ
ん
な

夢
を
時
々
見
る
。
自
身
の
作

曲
活
動
で
こ
れ
か
ら
も
平
和

を
呼
び
か
け
た
い
」
（
グ
レ
ル

モ
・
シ
ル
ベ
イ
ラ
さ
ん
、
音

楽
家
、
60
歳
）

■
折
り
紙
で
安
ら
ぎ
を

「
式
典
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
安
ら
ぎ
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
折
り
紙
の
鶴
を

折
っ
た
。
原
爆
の
こ
と
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
、
忘
れ
て

ほ
し
く
な
い
。
」
（
小
林
利
子

さ
ん
）

■
花
壇
に
溶
け
た
ビ
ー
ル
瓶

「
母
が
長
崎
で
原
爆
に
遭
い
、

そ
の
２
年
後
に
生
ま
れ
た
。

３
年
生
ぐ
ら
い
の
時
に
長
崎

市
立
西
坂
小
学
校
の
校
庭
の

花
壇
を
掘
っ
て
い
た
ら
、
チ

ョ
コ
の
よ
う
に
溶
け
た
ビ
ー

ル
瓶
が
何
本
も
出
て
き
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
展
示
の
中
に
は

焼
き
場
に
立
つ
少
年
の
写
真
が

あ
る
が
、
彼
の
も
や
し
の
よ
う

に
細
い
体
を
見
る
と
自
分
も
こ

の
よ
う
に
育
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
」

(

竹
下
宏
さ
ん
、
72
歳)

■
悲
劇
を
次
世
代
に
伝
え
る

「
９
・
11
の
テ
ロ
で
夫
を
無

く
し
て
い
る
の
で
、
広
島
や
長

崎
で
被
害
を
受
け
た
方
々
に
同

情
す
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
だ
け

で
は
な
く
、
次
の
世
代
へ
と
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
ま

た
、
私
た
ち
は
自
我
の
こ
と
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
（
デ

ボ
ラ
・
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
）

■
被
爆
者
の
証
言
衝
撃
的

「
被
爆
者
の
方
々
の
お
話
は

か
な
り
衝
撃
的
だ
が
、
影
響
力

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
原

爆
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
人
は

少
な
い
思
う
の
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い

と
思
う
」
（
マ
ル
シ
ア
・
シ
ル

ベ
ス
ト
リ
さ
ん
）

式
典
来
場
者
た
ち
に
聞
く

今
回
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
目
玉
は
、
47
Ｊ+

Ｂ

と
い
う
新
企
画
と
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
を
拠
点
と
す
る
セ
レ
ク

ト

シ

ョ

ッ

プ

、B
K

L
Y

N
L

arder

の
入
居
。
47
Ｊ+

Ｂ

で
は
、
地
域
色
あ
ふ
れ
る
日

本
全
国
の
「
ご
当
地
商
品
」

の
展
示
販
売
を
始
め
、
ア
メ

リ
カ
で
の
取
り
引
き
は
Ｊ+

Ｂ

ス
ト
ア
が
初
め
て
と
い
う
日

本
企
業
の
商
品
が
所
狭
し
と

並

ぶ

。

ま

た

、B
K

L
Y

N
L

arder

は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

に
根
ざ
し
て
良
質
な
食
材
や

雑
貨
を
提
供
す
る
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
。
イ
ベ
ン
ト
当
日

は
、
店
頭
で
別
府
の
竹
細
工

職
人
や
書
道
家
の
実
演
、
シ

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
た
。（
須
）

演奏する秋吉敏子さんとルー・タバキンさん

リ
ン
ダ
・
メ
イ
ソ
ン
さ
ん
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
レ
ッ
ス
ン

日
本
の
香
り
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
Ｕ
Ｍ
Ｅ
と
い
う
香
水
を

発
売
す
るE

u
p
ho

riu
m

 B
ro

o
k
ly
n

の
オ
ー
ナ
ー
とT

a
l

P
ho

to

の
オ
ー
ナ
ー

パネル展では中沢啓治の被爆体験を元にした漫画『はだしのゲン』も紹介

http://goldsteinvisa.com
http://www.nymitakai.com/
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米
国
税
関
国
境
警
備
局(

通

称

C
B

P
：

T
h

e
U

n
ited

S
tates

C
u

stom
s

an
d

B
order

P
rotection

) 

は
、

国
境
で
の
カ
ナ
ダ
市
民
に
対
す

る
L-

１
ビ
ザ
更
新
に
関
す
る

制
限
を
拡
大
し
た
と
伝
え
て
い

ま
す
。
こ
の
新
方
針
は
現
在
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
米
国
と
カ
ナ
ダ

間
の
入
港
地
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
）
ｏ
ｙ

ｏ
び
カ
ナ
ダ
空
港
の
搭
乗
検
査

現
場
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
国
境
お
よ
び

カ
ナ
ダ
の
空
港
の
搭
乗
検
査
現

場
に
て
カ
ナ
ダ
市
民
に
対
す
る

L-

１
ビ
ザ
更
新
が
可
能
だ
っ

た
の
で
す
が
、
今
後
は
、
カ
ナ

ダ
市
民
で
あ
る
L-

１
ビ
ザ
更

新
申
請
者
は
、
米
国
移
民
局
を

通
し
た
ス
テ
ー
タ
ス
更
新
の
た

め
の
延
長
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
ま

す
。こ

の
米
国
税
関
国
境
警
備
局

に
よ
る
新
指
針
に
影
響
を
受
け

る
対
象
の
ケ
ー
ス
は
次
の
通
り

で
す
。

○
現
在
、
L-

１
ビ
ザ
の
ス
テ

ー
タ
ス
保
持
者
で
あ
る
カ
ナ
ダ

市
民
で
、
個
人
ま
た
は
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
L-

１
ビ
ザ
申
請
を
通

じ
て
、
米
国
税
関
国
境
警
備
局

の
入
港
地
で
ビ
ザ
の
更
新
を
希

望
す
る
者

○
L-

２
扶
養
家
族
ビ
ザ
の
ス

テ
ー
タ
ス
保
持
者
で
あ
る
カ
ナ

ダ
市
民
で
、
上
記
と
同
様
の
更

新
方
法
を
希
望
す
る
者

こ
の
米
国
税
関
国
境
警
備
局

に
よ
る
新
指
針
に
影
響
を
受
け

な
い
対
象
の
ケ
ー
ス
は
次
の
通

り
で
す
。

○
新
規
の
L
ビ
ザ
申
請
者

○
断
続
的
な
L
ビ
ザ
申
請
者

（
カ
ナ
ダ
に
居
住
し
、
L-

１
ビ

ザ
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
年
間
６
ヶ

月
以
内
、
米
国
に
滞
在
す
る
か
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
み
の
L-

１

ビ
ザ
就
労
目
的
で
米
国
に
入
国

す
る
個
人
）

こ
の
方
針
が
意
味
す
る
こ
と

と
は
、
L-

１
ビ
ザ
の
更
新
を

希
望
す
る
カ
ナ
ダ
市
民
の
申
請

者
は
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
間
の
入

港
地
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
）
お
よ
び
カ
ナ

ダ
空
港
の
搭
乗
検
査
現
場
で
ビ

ザ
更
新
を
行
う
の
で
は
な
く
、

ス
テ
ー
タ
ス
の
延
長
申
請
に
関

し
て
は
米
国
移
民
局
に
対
す
る

申
請
が
必
要
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

の
件
に
関
し
て
ご
不
明
な

点
や
懸
念
が
あ
る
場
合
は
、
お

気
軽
に
弊
社
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

非
移
民
ス
テ
ー
タ
ス
の
変
更
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
１
日
、

在
留
資
格
や
支
払
い
能
力
に
関

係
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
診

察
・
治
療
を
受
け
ら
れ
る
公
的

医
療
保
険
制
度
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ケ
ア
」

を
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
開
始
し
た
。

今
年
１
月
に
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ

Ｙ
市
長
が
発
表
し
て
い
た
プ
ラ

ン
で
２
０
２
１
年
ま
で
に
全
市

に
拡
大
す
る
。
対
象
と
な
る
の

は
市
内
の
低
所
得
者
、
若
者
な

ど
現
在
約
60
万
人
の
無
保
険

者
。
そ
の
半
分
の
30
万
人
は
不

法
滞
在
者
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。同

市
に
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
（
高

齢
者
・
障
害
者
向
け
医
療
制

度
）
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
（
低
所

得
者
・
障
害
者
向
け
医
療
扶

助
）
お
よ
び
医
療
改
革
制
度

（
オ
バ
マ
ケ
ア
）
を
通
じ
て
提

供
さ
れ
る
「
メ
ト
ロ
プ
ラ
ス
」

と
い
う
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
拡
充

し
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ケ
ア
」
を
策
定
。

現
在
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
人

は
指
定
さ
れ
た
70
の
診
療
所
と

11
の
病
院
を
利
用
す
る
と
い
う

公
立
病
院
シ
ス
テ
ム
で
、
保
険

料
や
診
察
・
治
療
料
は
無
料
を

含
め
、
所
得
に
応
じ
た
ス
ラ
イ

ド
制
を
導
入
す
る
。

年
間
の
費
用
は
お
よ
そ
１
億

ド
ル
（
約
１
１
０
億
円
）
に
な

る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
増
税

な
ど
は
必
要
な
い
と
い
う
。

保
険
に
入
っ
て
い
な
い
人
は

緊
急
治
療
室
（
Ｅ
Ｒ
）
を
使
っ

た
り
、
重
篤
に
な
っ
て
か
ら
病

院
に
駆
け
込
む
こ
と
が
多
い
た

め
、
こ
う
し
た
人
の
医
療
費
が

増
大
し
、
病
院
や
補
助
金
を
出

す
同
州
の
負
担
を
増
や
し
続
け

て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
民
皆
保
険

ブ
ロ
ン
ク
ス
か
ら
開
始

第
13
回
「
Ｎ
Ｙ
広
島
会
＆
ば

っ
て
ん
会
合
同
納
涼
会
」
が
23

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時

30
分
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館

（
西
45
丁
目
49
番
地
11
階
）
で

開
催
さ
れ
る
。
（
協
賛：

キ
リ

ン
ビ
ー
ル
、
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
、

M
agokoro

Inc,

、
伊
藤
園
、

カ
ル
ピ
ス
、
長
崎
県
水
産
加

工
・
流
通
室
、
農
産
加
工
・
流

通
室
有
志
職
員
一
同
）

九
州
や
中
国
地
方
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
で

も
参
加
可
能
。
子
連
れ
も
可
。

毎
年
好
評
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ

ッ
フ
ル
を
行
う
。
ラ
ッ
フ
ル
用

景
品
の
持
ち
寄
り
、
浴
衣
で
の

参
加
歓
迎
。
ラ
ッ
フ
ル
収
益
金

は
、
例
年
通
り
、
西
日
本
豪
雨

や
熊
本
大
分
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
被
災
者
へ
の
義
援
金
と
し

て
全
額
寄
付
さ
れ
る
。

参
加
費
は
一
般
40
ド
ル
、
学

生
20
ド
ル
。
要
事
前
申
し
込
み
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トh

ttp://batten
kai.at-

new
york.com

か
ら
。

広島会＆ばってん会

23日に開催

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の

利
用
者
に
影
響
を
与
え
る
ペ
ン

駅
の
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
の
イ
ン
フ

ラ
の
最
終
整
備
は
、
９
月
２
日

の
レ
イ
バ
ー
デ
ー
ま
で
に
完
了

す
る
予
定
。
今
年
６
月
28
日
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
整
備
は
複
数

の
レ
ー
ル
の
交
換
を
伴
っ
て
お

り
、
「
修
理
後
は
利
用
者
が
求

め
る
乗
り
心
地
や
信
頼
性
の
向

上
に
応
え
る
」
と
責
任
者
は
話

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
相
次
い
だ
脱
線

事
故
な
ど
を
理
由
に
、
過
去
２

年
間
ペ
ン
駅
で
の
イ
ン
フ
ラ
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
が
進
ん
で
い

る
。
修
理
１
年
目
の
夏
に
は
複

数
の
ト
ラ
ッ
ク
が
停
止
し
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ワ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
20
％
減

と
な
っ
た
が
、
今
回
の
修
理
で

は
５
％
減
ま
で
に
削
減
す
る
。

以
前
の
大
幅
な
影
響
は
ア
ム
ト

ラ
ッ
ク
と
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

鉄
道
間
の
企
画
時
間
が
制
限
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。

ア
ム
ト
ラ
ッ
ク

ペ
ン
駅
で
整
備

レ
イ
バ
ー
デ
ー
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
７

月
25
日
、
昨
年
11
月
に
死
去
し

た
著
名
漫
画
家
で
マ
ー
ヴ
ェ

ル
・
コ
ミ
ッ
ク
発
行
責
任
者
を

歴
任
し
た
故
ス
タ
ン
・
リ
ー
氏

を
称
し
、
同
氏
が
青
年
期
を
過

ご
し
た
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ユ
ニ
ヴ

ァ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー

の
ブ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
イ
ス
と
西

１
７
６
丁
目
間
を
来
春
に
「
ス

タ
ン
・
リ
ー
・
ウ
エ
ー
」
と
改

名
す
る
法
案
を
可
決
し
た
。

１
９
２
２
年
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
で
生
ま
れ

た
リ
ー
氏
は
、
10
代
の
頃
は
同

通
り
の
１
７
２
０
番
地
に
暮
ら

し
、
ド
ゥ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ク
リ
ン

ト
ン
高
校
に
通
っ
た
。

故
郷
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
名
誉
の
通
名

著
名
漫
画
家
の
故
ス
タ
ン
・
リ
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
京
都
倶
楽

部
が
24
日
開
催
す
る
浴
衣
ク

ル
ー
ズ
の
参
加
費
が
10
日

（
土
）
ま
で
に
申
込
む
と
早
割

り
価
格
大
人
85
ド
ル
（
通
常

１
０
５
ド
ル
）
、
12
歳
以
下
40

ド
ル
（
同
50
ド
ル
）
で
参
加

で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は

nykyotoclub@
gm

ail.com

カ
ナ
ダ
市
民
に

申
請
時
に
適
用

浴
衣
ク
ル
ー
ズ
料
金

10

日
ま
で
早
割
価
格

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
https://www.suhakobi.com
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Ｇ
ビ
ザ
は
、
国
際
機
関
の
代
表

者
、
職
員
、
使
用
人
、
そ
れ
ら

の
家
族
に
発
給
さ
れ
る
ビ
ザ
で

す
。
国
際
機
関
と
は
、
構
成
員

を
国
家
と
し
て
常
設
の
事
務
局

を
有
す
る
実
態
が
あ
る
組
織
、

お
よ
び
、
条
約
に
よ
っ
て
常
設

さ
れ
て
い
る
組
織
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
代
表
例
は
次
の
通
り

で
す
。
国
際
連
合
Ｕ
Ｎ
、
国
際

通
貨
基
金
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
界
保
健

機
関
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
国
連
児
童
基
金

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、

経
済
協
力
開
発
機
構
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、

世
界
貿
易
機
関
Ｗ
Ｔ
Ｏ
。

Ｇ
ビ
ザ
保
持
者
は
、
税
法
上

の
居
住
者
・
非
居
住
者
を
決
定

す
る
「
実
質
的
滞
在
条
件
」
の

日
数
計
算
上
、
除
外
さ
れ
る
個

人
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

た
と
え
何
年
間
米
国
国
内
に
住

ん
で
い
て
も
、
滞
在
日
数
が
無

視
さ
れ
て
た
え
ず
非
居
住
外
国

人
と
な
り
ま
す
。
国
際
機
関
か

ら
受
け
取
る
給
与
や
手
当
て
は
、

米
国
の
所
得
税
が
一
切
課
せ
ら

れ
る
こ
と
が
な
く
、
申
告
す
る

義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｇ
ビ
ザ

保
持
者
が
取
得
す
る
職
務
以
外

の
収
入
、
例
え
ば
本
人
ま
た
は

家
族
に
よ
る
米
国
源
泉
の
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
や
、
個
人
的
な
投

資
所
得
な
ど
に
つ
い
て
は
、
通

常
の
非
居
住
外
国
人
の
た
め
の

税
法
規
定
が
適
用
と
な
り
課
税

さ
れ
ま
す
。
役
務
の
提
供
に
よ

る
給
与
所
得
や
事
業
所
得
は
、

米
国
内
の
商
活
動
と
実
質
的
に

関
連
の
あ
る
所
得
と
し
て
、
通

常
の
所
得
税
（
２
０
１
９
年
現

在
15
〜
37
％
の
７
段
階
の
累
進

税
率
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ム1040N

R

に
よ
る
確
定
申
告
と
納
税
を
必

要
と
し
ま
す
。
銀
行
預
金
利
子

は
非
課
税
で
あ
り
、
配
当
は
日

米
租
税
条
約
第
10
条
の
適
用
に

よ
り
10
％
の
源
泉
徴
収
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
社
会
保
障
税

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

税
と
メ
デ
ィ
ケ
ア
税
）
は
非
課

税
で
す
。
連
邦
税
の
申
告
を
必

要
と
す
る
場
合
、
州
居
住
者
と

し
て
の
所
得
税
の
申
告
も
必
要

で
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

国
際
機
関
Ｇ
ビ
ザ
と
税
金

728

全米の自治体がRansomwareによる攻撃を受けて、コンピュ
ーターで蓄積した情報が使えない事態が相次いで発生していま
す。Ransomとは人質解放の身代金のこと。ハッカーの手口は、

ファイルを暗号化（Encryption）して読めなくしてしまい、被害
者に暗号化解除（Decryption）と引き換えに身代金を要求するのです。フロリダ州やテ
キサス州の幾つかの市が、ハッカーにしぶしぶ50万ドル前後の身代金を払ったと伝えら
れますが、他の自治体も同様の攻撃をされています。一方、アトランタ市では、自力で修
復を図ったものの、その費用が1700万ドルに達したと伝えられます。
FBIはこの種の犯罪がますます広がるのを恐れて、身代金の支払いを拒否するよう要請

します。しかし、攻撃された自治体の多くは市民サービスの早期回復のために支払いに応
じてしまうのです。最近は自治体だけでなく、病院や学校、裁判所までRansomwareの
攻撃が広がっています。Malware（コンピューター攻撃プログラムの総称）に対抗する
ため、社会が総力を挙げて対策すべき時が来ていると思われます。

（旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Ransomware

身代金目的のハッキング・プログラム

【162】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

T
rue
W
orld

Foods
(

代
表

取
締
役：

K
en
U
eda

）
が
日

本
の
食
文
化
を
紹
介
す
る
「
ト

ゥ
ル
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ー

ド
・
エ
キ
ス
ポ
・
２
０
１
９
」

が
９
月
８
日
（
日
）
午
前
11
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
チ
ェ
ル

シ
ー
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
パ
ビ

リ
オ
ン
（
西
18
丁
目
１
２
５
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

昨
年
の
初
開
催
に
続
き
２
年

目
と
な
る
エ
キ
ス
ポ
で
は
、
米

国
内
外
か
ら
参
加
す
る
約
50
の

食
品
関
連
業
者
が
最
高
品
質
の

シ
ー
フ
ー
ド
と
日
本
食
を
紹
介

す
る
美
食
イ
ベ
ン
ト
。
本
マ
グ

ロ
や
ハ
マ
チ
な
ど
の
鮮
魚
や
、

和
牛
、
抹
茶
を
使
っ
た
各
種
デ

ザ
ー
ト
、
ラ
ー
メ
ン
、
ポ
ケ
等

が
提
供
さ
れ
る
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
午
前
11
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
に
行
わ
れ
る
「
マ
グ

ロ
の
解
体
実
演
」
。
来
場
者
は

さ
ば
き
た
て
の
本
マ
グ
ロ
や
新

鮮
な
寿
司
ネ
タ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

入
場
料
は
一
般

70
ド
ル
。
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.truew

orldfoods.eve
ntbrite.com

を
参
照
。

マグロ解体
日本の美食イベント

トゥルーワールド9月8日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

の
山
野
内
勘
二
大
使
が
７
月
31

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
常
時
日

本
人
専
門
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
備
え

た
唯
一
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
診

療
所
を
持
つ
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
マ

ジ
ソ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
日
米
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」(

サ
ウ

ス
通
り
２
５
３
番
地
）
を
訪
問

し
た
。
平
均
80
数
人
の
日
本
人

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
真
剣
に
向
き

合
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
続
け

る
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
松
木

史
（
ふ
み
）
さ
ん
と
竹
島
久
美

子
さ
ん
の
２
人
に
労
い
の
声
を

か
け
、
セ
ン
タ
ー
内
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
施
設
な
ど
を
熱
心
に
視
察

し
た
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
・

ハ
ウ
ス
（
日
米
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
主

要
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
つ
。

日
本
人
の
心
助
け
る

山
野
内
大
使
が
訪
問
視
察

ハミルトンマジソンハウス
Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル

ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
は
７
月
30

日
、
19
〜
20
年
度
版
の
病
院
ラ

ン
キ
ン
グ
を
公
表
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
の
病
院
で
は
、
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
５
位
の
Ｎ
Ｙ
長

老
派
（
プ
レ
ス
ビ
タ
リ
ア
ン
）

コ
ロ
ン
ビ
ア
・
コ
ー
ネ
ル
病

院
、
９
位
の
Ｎ
Ｙ
大
学
ラ
ン
ゴ

ー
ン
病
院
、
14
位
の
マ
ウ
ン
ト

サ
イ
ナ
イ
病
院
が
、
上
位
20
位

の
優
秀
病
院
に
与
え
ら
れ
る

「
オ
ナ
ー
ロ
ー
ル
」
を
獲
得
し

た
。第

30
回
目
と
な
る
今
年
度
、

同
誌
は
米
国
内
４
５
０
０
か
所

以
上
の
医
療
施
設
を
対
象
に
調

査
を
開
始
し
た
。
同
ラ
ン
キ
ン

グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
上

位
１
６
５
か
所
の
成
人
医
療
施

設
で
、
が
ん
や
泌
尿
器
、
循
環

器
を
含
む
19
の
専
門
科
、
そ
し

て
入
院
期
間
や
看
護
環
境
、
医

療
手
当
な
ど
に
関
す
る
９
項
目

で
各
病
院
を
評
価
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ラ
ン
キ
ン

グ
で
１
位
の
Ｎ
Ｙ
長
老
派
コ
ロ

ン
ビ
ア
・
コ
ー
ネ
ル
病
院
は
、

専
門
科
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
婦
人

科
、
神
経
科
、
精
神
科
で
４
位
、

腎
臓
科
５
位
、
糖
尿
病
・
内
分

泌
科
６
位
、
老
年
科
と
泌
尿
器

科
は
９
位
、
胃
腸
・
消
化
器
科

は
10
位
だ
っ
た
。
今
年
度
は
、

Ｎ
Ｙ
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
ロ
ー

ン
・
ケ
ッ
タ
ー
リ
ン
グ
が
ん
セ

ン
タ
ー
が
初
め
て
婦
人
科
分
野

で
１
位
に
な
り
、
が
ん
治
療
分

野
で
も
２
位
、
眼
科
・
耳
鼻
咽

頭
科
は
３
位
と
高
評
を
受
け

た
。
同
誌
の
編
集
長
と
健
康
解

析
部
長
の
ベ
ン
・
ハ
ー
ダ
ー
氏

に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
都
市
部
は
、

米
国
内
で
も
一
流
病
院
の
集
中

度
が
最
も
高
い
と
い
う
。

総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
３

位
は
次
の
通
り
。
１
位
ミ
ネ
ソ

タ
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
メ
イ
ヨ

ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
２
位
ボ
ス
ト

ン
市
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合

病
院
、
３
位
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市

ジ
ョ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
病
院
。

ま
た
、
小
児
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
厳
選
さ
れ
た
84
施
設
の

う
ち
、
総
合
１
位
は
ボ
ス
ト
ン

小
児
病
院
、
２
位
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
小
児
病
院
、
３
位
シ
ン

全
米
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル
ド
リ
ポ
ー
ト 山野内大使（左から４人目）と松木さん（右から３人目）ら関係者

写真提供：ハミルトン・マジソン・ハウス（HMS)　

訂
正
　
４
月
20
日
号
「
ザ
・
祭
」

記
事
中
、
岩
佐
麻
里
子
さ
ん
紹

介
表
記
で
「
リ
ン
グ
リ
ン
グ
・

ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
ア
ン
ド
・
バ
ー

ナ
ム
＆
バ
レ
ー
サ
ー
カ
ス
に
ク

ラ
ウ
ン
（
道
化
師
）
と
し
て
日

本
人
で
唯
一
採
用
さ
れ
た
」
と

あ
る
の
を
「
リ
ン
グ
リ
ン
グ
・

ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
ア
ン
ド
・
バ
ー

ナ
ム
＆
バ
レ
ー
サ
ー
カ
ス
に
ク

ラ
ウ
ン
（
道
化
師
）
と
し
て
採

用
さ
れ
た
」
に
訂
正
し
ま
す
。

シ
ナ
テ
ィ
小
児
医
療
セ
ン
タ

ー
、
テ
キ
サ
ス
小
児
病
院
だ

っ
た
。
『
ベ
ス
ト
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
ズ
２
０
２
０
』
は
、
９
月

中
旬
に
出
版
予
定
で
、
書
店

な
ど
で
購
入
で
き
る
。
そ
の

ほ
か
地
域
別
、
専
門
家
別
の

リ
ス
ト
、
各
医
療
施
設
の
詳

細
はhealth.u

sn
ew
s.com

参
照
。

Ｎ
Ｙ
１
位
は
プ
レ
ス
ビ
タ
リ
ア
ン
病
院

常時日本人専門セラピストのいるメンタルヘルス診療所

http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.terailaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://www.elliman.com
https://hls-global.com


2019年（令和元年）8月10日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［LIVING in USA］    (8)　

LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
家
賃

の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
も
家
賃

は
鰻
登
り
で
、
新
賃
料
の
み
な

ら
ず
更
新
時
の
家
賃
の
値
上
が

り
が
10
％
を
超
え
る
物
件
も
あ

り
、
賃
貸
市
場
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
活
況
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
６
月
半
ば
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
が
新
し

い
法
律
に
署
名
を
し
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
新
法

はT
h
e

H
ou
sin
g
S
tab
ility

an
d

T
enant

Protection
A
ct
of

2019

、
今
ま
で
に
な
く
テ
ナ

ン
ト
を
庇
護
す
る
も
の
で
家
主

側
に
は
非
常
に
厳
し
い
条
件
が

盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

注
目
点
は
今
後
家
主
が
テ
ナ

ン
ト
に
家
賃
１
か
月
以
上
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
Ｎ
Ｙ
で
は

ク
レ
ジ
ッ
ト

ス
コ
ア
の
低
い
人
や
戸
建
の
場

合
な
ど
は
２
か
月
分
の
デ
ポ
ジ

ッ
ト
を
請
求
す
る
の
が
一
般
的

で
し
た
が
、
こ
れ
は
今
後
禁
止

さ
れ
ま
す
。
ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
デ
ポ
ジ
ッ
ト
の
返
金
に
関

し
て
も
退
去
後
14
日
以
内
返
金

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
い

人
が
賃
貸
す
る
場
合
に
年
間
家

賃
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と

い
う
慣
例
も
今
後
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
フ
ィ
ー
は
上
限
20
ド
ル
ま

で
、
こ
れ
ら
は
個
人
大
家
に
限

ら
ず
、
す
べ
て
の
家
主
に
当
て

は
ま
る
規
則
と
な
り
ま
す
。
テ

ナ
ン
ト
保
護
の
目
的
で
す
が
海

外
か
ら
来
る
駐
在
員
や
留
学
生

に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
朗
報
で

は
な
く
、
今
ま
で
テ
ナ
ン
ト
か

ら
多
目
の
敷
金
を
受
け
取
る
こ

と
で
貸
し
て
く
れ
て
い
た
家
主

た
ち
が
、
今
後
リ
ス
ク
を
嫌
い

貸
し
渋
り
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
主
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
テ

ナ
ン
ト
候
補
に
聞
け
る
質
問
内

容
に
関
し
て
も
多
く
の
決
ま
り

が
あ
り
、
家
主
は
選
定
に
苦
慮

し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
今
後

は
さ
ら
に
難
し
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
投
資
家
の
方
に
と
っ

て
は
、
経
験
豊
か
な
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
選
ん
で
任
せ
る
と
い
う

こ
と
が
、
今
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
（
土
肥
美

佐
／
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク

ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
・
オ
フ
ィ
ス
）

賃
貸
条
件
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
法
改
正

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
行

政
、
商
業
の
中
心
で
、
郡
庁
所
在
地
と
し
て
知
ら
れ

る
の
が
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か

ら
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
で
北
上
し
て
30
分
余
り
。
郡

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
前
回
の
国
勢
調
査
の
２
０

０
０
年
の
人
口
白
書
に
よ
る
と
、
昼
間
の
オ
フ
ィ
ス

街
の
人
口
を
含
め
な
い
人
口
は
５
万
５
３
９
４
人
。

２
０
０
３
年
に
、
駅
前
通
り
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
一
画
に
商
業
施
設
の
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
２

０
０
７
年
に
は
高
級
レ
ジ
デ
ン
ス
や
ホ
テ
ル
の
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
が
で
き
て
、
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン

ズ
の
人
気
は
高
ま
っ
た
。

写
真
の
家
は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
至
近
。
メ
イ
ン
通

り
か
ら
一
本
入
っ
た
だ
け
の
緑
多
い
通
り
に
あ
る
築

浅
の
２
世
帯
住
宅
。
大
型
小
売
店
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

書
店
バ
ー
ン
ズ
＆
ノ
ー
ブ
ル
、
ノ
ー
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
、

バ
ー
リ
ン
ト
ン
や
映
画
館
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
集
ま
っ
て
い
る
前
述
の
シ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
一
番
大

き
な
日
系
食
料
品
店
に
も
徒
歩
圏
内
と
便
利
な
場
所

に
あ
る
。
３
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
も
あ
る
広
い
間

取
り
の
ア
パ
ー
ト
。
日
本
式
瞬
間
湯
沸
か
し
器
、
ハ

イ
エ
ン
ド
仕
様
の
キ
ッ
チ
ン
、
大
型
ガ
レ
ー
ジ
が
二

台
分
つ
い
て
家
賃
は
月
額
６
５
０
０
ド
ル
。

上
階
は
居
住
者
が
い
る
が
、
下
の
階
（
一
階
と
地

階
）
部
分
が
現
在
入
居
が
可
能
だ
。
地
階
に
も
大
き

な
窓
が
あ
り
、
地
下
の
雰
囲
気
で
は
な
い
居
住
空
間

が
広
が
る
。
収
納
も
多
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
は
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
式

に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
郊
外
の
ロ
ー
カ
ル
な
街

中
心
部
に
隣
接
し
た
「
便
利
で
閑
静
な
住
宅
」
の
典

型
的
な
ス
タ
イ
ル
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６

１
６
、
秋
野
さ
ん
。

Ｅ
メ
ー
ルsonom

iakino@
shoenrealty.com

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
で
広
く
暮
ら
す
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http://www.startsnewyork.com
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｊ
コ
ラ
ボ

内
に
あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｍ
画
廊

（
７
番
通
り
３
０
０
番
地
）
で

１
日
か
ら
12
日
（
月
）
ま
で

「
日
本
人
女
性
画
家
４
人
展
」

を
開
催
し
て
い
る
。

出
展
者
は
城
戸
佐
和
子
（
博

多
、
ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
）
、

星
崎
こ
ず
え
（
博
多
、
ミ
ッ
ク

ス
メ
デ
ィ
ア
）
成
田
郷
子
（
名

古
屋
、
ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
）
、

瀬
川
明
子
（
浜
松
、
観
音
像
彫

刻
）
。
星
崎
は
神
経
障
碍
者
の

児
童
た
ち
に
絵
画
を
通
じ
て
社

会
と
の
交
流
復
帰
を
研
究
。
瀬

川
は
東
京
都
美
術
館
、
東
郷
青

児
美
術
館
、
金
沢
21
世
紀
美
術

館
な
ど
で
作
品
を
展
示
、
ユ
ニ

ー
ク
な
人
形
観
音
像
の
作
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

展
覧
会
で
は
平
面
絵
画
32

点
、
彫
刻
30
点
余
り
を
展
示
し

て
い
る
。
開
廊
時
間
は
午
後
１

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。

目
は
心
の
扉
と
い
い
ま
す

が
、
実
は
演
技
の
ク
ラ
ス
で
最

初
に
教
え
る
の
は
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト
で
す
。
目
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
お
互
い
の
内
面
に
深
く
入

っ
て
い
く
練
習
を
す
る
の
で

す
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
素
晴

ら
し
い
役
者
は
体
の
中
心
軸
が

す
っ
と
通
り
、
舞
台
で
の
輝
き

が
他
の
役
者
と
違
い
ま
す
。
カ

リ
ス
マ
性
と
人
間
味
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ

も
自
然
で
、
目
を
離
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
相
手
の
目
を
ま

っ
す
ぐ
見
つ
め
る
そ
の
潔
さ
に

は
、
自
分
の
真
実
を
晒
し
、
相

手
を
フ
ィ
ル
タ
ー
な
し
で
受
け

と
め
る
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
ん
な
風
に
人
と
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
は
、
舞

台
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
強
く
、

そ
の
演
技
が
後
々
ま
で
印
象
に

残
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
で

し
ょ
う
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

実
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
経
験
が
お
あ
り
か

と
思
い
ま
す
が
、
誰
か
と
目
線

を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
時
、
目

を
上
の
方
に
泳
が
せ
る
人
、
下

を
向
い
て
伏
目
の
人
、
一
生
懸

命
聞
こ
う
と
し
て
凝
視
し
て
し

ま
う
人
、
目
を
開
け
て
い
る
の

に
閉
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
人

な
ど
、
す
べ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
不
自
然
な

目
の
あ
り
方
で
す
。
な
ぜ
自
然

に
目
が
合
わ
せ
ら
れ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

ア
イ
コ
ン
タ
ク

ト
が
苦
手
な
人
の
心
身
は
緊
張

で
硬
く
な
っ
て
い
ま
す
。
交
感

神
経
が
優
位
な
た
め
注
意
が
散

漫
に
な
り
、
相
手
の
話
を
集
中

し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
緊
張
し
た
目
が
顔
の
筋
肉

を
ひ
っ
ぱ
り
、
表
情
が
不
自
然

に
な
り
、
相
手
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
緊
張
は
緊
張
を
生
み
出

し
、
首
の
後
ろ
、
喉
、
舌
、
胸

や
肛
門
ま
で
も
が
硬
く
締
ま
っ

て
、
背
中
が
丸
く
な
り
、
果
て

は
肺
が
圧
迫
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
浅
く
な
っ
た
呼
吸
で
は
声

も
通
ら
ず
、
相
手
に
十
分
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
な
ど
到
底
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て

緊
張
で
歪
ん
だ
姿
勢
は
、
健
康

だ
け
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

す
。ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
苦
手
だ

と
い
う
方
へ
、
こ
こ
で
簡
単
な

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
一
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
向
き
合
っ
て
座
っ
て
く
だ
さ

い
。
楽
な
姿
勢
で
呼
吸
を
整
え
、

相
手
と
目
を
合
わ
せ
ま
す
。
こ

こ
で
自
分
の
心
身
の
反
応
を
認

識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
怖
い
、

心
地
良
い
・
悪
い
、
ド
キ
ド
キ

す
る
な
ど
、
体
感
や
感
情
を
ジ

ャ
ッ
ジ
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
受
け

と
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
呼
吸
を

深
め
、
床
に
つ
い
て
い
る
左
右

の
坐
骨
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
ま

ま
、
目
や
顔
、
喉
や
胸
、
お
腹

を
緩
め
て
、
相
手
の
目
の
中
に

全
身
で
入
っ
て
い
く
つ
も
り
で

５
分
間
目
を
合
わ
せ
続
け
ま

す
。
５
分
間
が
過
ぎ
た
ら
、
目

の
中
に
見
え
た
も
の
、
感
じ
た

こ
と
を
相
手
に
伝
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ど
う
で
し
た
か
？

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
が

発
見
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

人
生
と
い
う
舞
台
で
輝
く
に

は
、
外
見
よ
り
も
内
面
を
磨
く

こ
と
が
先
で
す
。
携
帯
電
話
か

ら
目
を
剥
が
し
、
他
人
と
目
を

合
わ
せ
て
自
分
の
内
面
を
も
っ

と
知
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。

も
う
一
段
深
い
レ
ベ
ル

で
人
と
つ
な
が
り
、
心
の
扉
を

開
い
て
自
分
を
内
か
ら
輝
か
せ

ま
し
ょ
う
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

は
、
自
他
と
も
へ
の
愛
を
深
め

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
の
で
す
。

前
芝
尚
子
（
ま
え
し
ば
・
な
お

こ
）
／
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン

グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
社
プ
ラ
ク
テ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
米
国
タ
ウ
ソ
ン

大
学
舞
台
芸
術
学
部
演
劇
科
教

授
。
ギ
ル
ド
公
認
フ
ェ
ル
デ
ン

ク
ラ
イ
ス
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
。

naturalhealingartists.com

人
生
と
い
う
舞
台
に
立
つ
（
そ
の
７
）

目
は
心
の
扉

（
そ
の
18
）

20
代
〜
30
代
の
頃
の
私
は
、

身
体
が
大
き
く
て
が
っ
し
り
し

て
い
た
の
で
、
「
格
闘
技
や
っ

て
ま
す
？
」
っ
て
言
わ
れ
て
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
も
言
わ
れ
る

か
ら
本
気
で
や
っ
て
や
ろ
う
か

と
思
っ
た
く
ら
い
。
そ
れ
が
な

ん
と
最
近
は
「Y

ou
m
u
st

be
a
dancer

」
で
す
か
ら
ね
。

ダ
ン
ス
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
な

い
の
に
。

実
際
に
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ
ガ

を
教
え
て
い
る
人
は
ダ
ン
サ
ー

出
身
の
人
が
多
い
で
す
。
ほ
と

ん
ど
が
身
体
を
壊
し
て
ア
イ
ア

ン
ガ
ー
ヨ
ガ
で
良
く
な
っ
て
教

え
る
立
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ダ
ン
サ
ー
出
身
の
人
た

ち
は
難
し
い
ポ
ー
ズ
も
や
れ
て

し
ま
う
。
で
き
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
ん
で
す
が
、
実
際
に
使

う
べ
き
筋
肉
を
使
わ
ず
、
使
い

や
す
い
筋
肉
を
最
大
限
に
使
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
を
続
け
る
と
ヨ
ガ
で

も
ダ
ン
ス
で
も
身
体
を
壊
し
ま

す
。
ヨ
ガ
は
正
し
い
姿
勢
と
動

き
に
な
る
よ
う
に
ポ
ー
ズ
を
し

ま
す
。
ポ
ー
ズ
を
見
せ
る
た
め

に
や
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
。
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
を
綺
麗
に

決
め
て
も
腰
痛
に
な
っ
て
い
た

ら
本
末
転
倒
。

ヨ
ガ
を
や
っ
て
「
普
段
の
姿

勢
が
よ
く
な
っ
た
ね
！
」
と
な

る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
。
そ
う
な
っ

た
時
は
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
筋

肉
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
の

で
、
身
体
が
締
ま
っ
て
き
て
い

る
は
ず
で
す
。
加
齢
と
共
に
姿

勢
も
崩
れ
て
い
き
ま
す
。
正
し

く
ヨ
ガ
を
や
っ
て
、
力
む
こ
と

な
く
無
意
識
に
自
然
に
い
い
姿

勢
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

U
rdhva

M
ukha

Svanasana

上
を
向
い
た
犬
の
ポ
ー
ズ

椅
子
を
使
う
こ
と
で
体
重
を

支
え
る
こ
と
が
軽
減
で
き
て
、

よ
り
上
体
と
脚
を
意
識
で
き
ま

す
。
後
ろ
に
反
る
ポ
ー
ズ
は
日

常
生
活
で
は
ま
ず
し
な
い
の

で
、
特
に
姿
勢
を
良
く
す
る
た

め
に
は
必
須
。
お
腹
か
ら
引
き

上
げ
る
よ
う
に
胸
を
上
げ
て
横

に
も
開
い
て
く
だ
さ
い
。
腕
も

脚
も
お
尻
も
総
動
員
の
ポ
ー
ズ

で
す
。

①

椅
子
の
手
前
に
椅
子
の
幅

に
開
い
て
手
の
ひ
ら
を
置
い

て
、
上
半
身
が
床
と
平
行
に
な

る
く
ら
い
ま
で
後
ろ
に
歩
く
。

足
は
腰
幅
に
開
く
。

②

ま
ず
こ
の
姿
勢
で
椅
子
を

前
に
お
尻
を
後
ろ
に
し
て
体
の

横
側
を
伸
ば
す
。

③

ス
イ
ン
グ
す
る
よ
う
に
お

尻
を
椅
子
の
方
に
持
っ
て
い

き
、
両
手
で
椅
子
を
押
し
下
げ

る
よ
う
に
し
な
が
ら
、
上
半
身

を
起
こ
す
。

④

腕
も
上
に
引
き
上
げ
る
よ

う
に
し
な
が
ら
、
肩
を
後
ろ
に

引
き
、
胸
を
天
井
に
向
け
る
。

⑤

恥
骨
は
椅
子
に
近
づ
け
な

が
ら
太
腿
と
膝
は
天
井
に
あ
げ

る
よ
う
に
。

ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ
か
り

（
米
国

公
認
Ｒ
Ｙ
Ｔ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）：
さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
か
か
え
て
い
た
の
が
、
劇
的

に
健
康
に
な
っ
た
こ
と
で
ヨ
ガ

に
は
ま
る
。
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ

ガ
の
Ｔ
Ｔ
修
了
。
２
０
０
６
年

か
ら
教
え
始
め
、
身
体
に
正
し

い
姿
勢
と
動
き
を
躾
け
て
い

く
、
し
っ
か
り
「
効
く
！
ヨ
ガ
」

と
し
て
評
判
。

ヨ
ガ
を
や
る
と
身
体
が
締
ま
る
わ
け

６
11

日
本
人
女
性
４
人
展

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
yse

ika
tsu

.co
m

https://www.iace-usa.com


も
う
時
差
ボ
ケ
は
無
い
と
言

え
る
。
生
き
た
心
地
が
す
る

（
笑
）
。
今
日
は
終
日
シ
ド
ニ
ー

観
光
で
あ
る
。
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
作
曲
家
と
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
む
話
を
い
た
だ
い
て
い
た

が
、
そ
れ
は
次
の
日
を
提
案
し

て
今
日
は
夫
婦
で
遊
ぶ
事
に
し

た
。
三
時
間
に
及
ぶ
フ
リ
ー
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
と
言
う
の
で
、
腹
ご
し
ら
え

に
マ
ッ
ク
に
入
っ
て
ビ
ッ
グ
な

朝
食
を
と
る
事
に
し
た
。
最
近

の
マ
ッ
ク
の
傾
向
な
の
か
、
そ

れ
と
も
シ
ド
ニ
ー
の
文
化
な
の

か

、

マ

ッ

ク

の

中

に

M
acC
afe

な
る
別
コ
ー
ナ
ー

が
設
置
し
て
あ
り
、
こ
こ
で
一

杯
一
杯
手
で
コ
ー
ヒ
ー
を
煎
れ

て
く
れ
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

よ
る
と
シ
ド
ニ
ー
で
は
独
自
に

発
達
し
た
コ
ー
ヒ
ー
文
化
が
有

名
だ
そ
う
だ
。

た
っ
ぷ
り
朝
食
を
と
っ
て
、

集
合
場
所
ま
で
歩
く
。
ホ
テ
ル

か
ら
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
シ

ド
ニ
ー
ハ
ー
バ
ー
ま
で
、
ジ
ョ

ー
ジ
ス
ト
リ
ー
ト
と
い
う
長
い

通
り
で
結
ば
れ
て
い
る
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
言
う
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
だ
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国

王
ジ
ョ
ー
ジ
３
世
に
因
ん
で
名

付
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。
映
画

「T
he
M
adn
ess

of
K
in
g

G
eorge

」
で
も
描
か
れ
た
彼

は
、
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
ハ
ノ
ー

バ
ー
王
朝
の
三
代
目
で
初
め
て

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
国

王
で
あ
る
。
彼
の
治
世
で
ア
メ

リ
カ
が
独
立
し
、
植
民
地
を
失

っ
た
彼
は
気
が
狂
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
今
の
医
学
で
そ
れ

は
遺
伝
で
受
け
継
い
だ
ポ
ー
フ

ィ
リ
ア
と
い
う
病
気
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
息
子

が
史
上
最
悪
の
国
王
ジ
ョ
ー
ジ

４
世
、
そ
の
姪
っ
子
が
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
で
あ
る
。

な
か
な
か
綺
麗
な
街
並
み

は
、
た
く
さ
ん
の
中
華
料
理
屋

が
並
ぶ
。
コ
ー
ヒ
ー
学
校
も
あ

っ
た
。
こ
こ
に
入
学
す
れ
ば
、

カ
プ
チ
ー
ノ
に
熊
の
絵
を
描
く

方
法
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ

ろ
う
。

集
合
場
所
の
市
役
所
前
に
は

す
で
に
50
人
ほ
ど
の
人
が
集
ま

っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
本
当
に

無
料
な
よ
う
だ
。
私
た
ち
の
ガ

イ
ド
は
若
く
て
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し

た
可
愛
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

女
性
で
、
な
ん
と
夏
に
お
世
話

に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
友
達

に
瓜
二
つ
で
あ
っ
た
。

彼
女
の
郷
土
愛
は
本
物
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ト
イ
レ
休
憩
を

挟
ん
で
三
時
間
、
途
切
れ
る
事

な
く
シ
ド
ニ
ー
の
中
心
街
を
歩

い
て
歴
史
的
な
建
物
を
見
学
し

た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
迎

え
る
た
め
に
建
て
た
と
言
う
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
・
ビ
ル
は
壮
大
で

あ
る
。
そ
う
、
シ
ド
ニ
ー
と
メ

ル
ボ
ル
ン
は
か
な
り
の
ラ
イ
バ

ル
意
識
を
持
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
二
大
都
市
で
、
国
の
首

都
を
決
め
る
際
に
大
い
に
ぶ
つ

か
り
合
っ
た
そ
う
だ
。
あ
ま
り

に
も
決
着
が
つ
か
な
い
た
め
、

両
都
市
の
中
間
地
点
に
キ
ャ
ン

ベ
ラ
と
い
う
新
し
い
街
を
作
っ

て
そ
こ
を
首
都
に
し
た
そ
う

だ
。ツ

ア
ー
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

解
散
。
昨
夜
夕
暮
れ
の
中
で
見

た
建
物
は
晴
天
下
で
は
さ
ら
に

白
く
、
本
当
に
貝
殻
の
よ
う
に

見
え
る
。
設
計
は
デ
ン
マ
ー
ク

の
建
築
家
、
ヨ
ー
ン
・
ウ
ツ
ソ

ン
、
デ
ザ
イ
ン
が
複
雑
な
こ
と

も
あ
る
が
、
建
築
中
に
資
材
の

値
上
が
り
も
あ
り
、
な
か
な
か

完
成
せ
ず
、
「
未
完
成
交
響
曲
」

と
皮
肉
ら
れ
な
が
ら
も
、
着
工

か
ら
14
年
後
の
１
９
７
３
年
に

完
成
。
た
だ
、
彼
は
そ
の
前
に

亡
く
な
っ
て
息
子
が
竣
工
を
見

届
け
た
そ
う
だ
。
14
年
な
ん
て

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

の
６
０
０
年
に
比
べ
れ
ば
一
瞬

だ
と
思
う
の
だ
が
（
笑
）
。

あ
ま
り
に
も
素
晴
ら
し
い
ツ

ア
ー
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
チ
ッ

プ
を
は
ず
ん
だ
。
ふ
ー
ん
、
世

の
中
に
タ
ダ
と
い
う
も
の
は
な

い
（
笑
）
。
が
、
シ
ド
ニ
ー
の

プ
ラ
イ
ド
と
愛
を
感
じ
て
ほ
こ

っ
と
さ
せ
ら
れ
る
ツ
ア
ー
で
あ

っ
た
。
最
後
に
、
ジ
ャ
シ
ン
ダ

と
い
う
名
前
の
彼
女
に
フ
ラ
ン

ス
に
親
戚
が
い
な
い
か
聞
い
て

み
た
が
、
一
人
も
い
な
い
と
い

う
事
で
あ
っ
た
。
他
人
の
空
似

で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
彼
女
の
オ
ス

ス
メ
、
シ
ド
ニ
ー
ハ
ー
バ
ー
か

ら
無
数
に
出
て
い
る
フ
ェ
リ
ー

で
、
マ
ン
リ
ー
ビ
ー
チ
に
行
く

事
に
し
た
。
彼
女
曰
く
「
30
分

で
行
け
て
お
洒
落
な
街
と
ビ
ー

チ
が
あ
る
」
と
の
こ
と
。
早
速

フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
む
。
船
は

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
ぐ
る
っ
と
回

っ
て
沖
に
出
る
。
景
色
の
綺
麗

な
事
。
普
段
白
と
黒
の
鍵
盤
を

見
て
い
る
自
分
は
、
空
と
海
の

青
さ
と
波
の
白
さ
に
、
心
が
洗

わ
れ
る
（
笑
）
。
波
止
場
に
着

く
と
さ
ら
に
驚
い
た
。
な
ん
と

水
着
姿
の
若
者
た
ち
が
ご
自
慢

の
ボ
デ
ィ
ー
を
見
せ
び
ら
か
し

て
闊
歩
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
こ
こ
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
な
の

だ
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
は
水
着

は
持
っ
て
い
な
い
し
（
セ
ー
タ

ー
を
着
て
る
ん
で
す
け
ど
）
、

そ
ろ
そ
ろ
夕
刻
な
の
で
海
に
入

る
こ
と
は
な
い
が
、
ビ
ー
チ
に

出
て
束
の
間
の
海
辺
を
楽
し
ん

だ
。
そ
れ
に
し
て
、
街
は
若
者

で
ご
っ
た
返
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

満
点
の
素
晴
ら
し
い
場
所
で
あ

る
。
お
腹
が
空
い
た
の
で
、
ベ

ト
ナ
ム
料
理
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
店
に
入
っ
て
ボ
ス
ト
ン
時
代

か
ら
の
私
の
好
物
「
火
車
式
牛

肉
粉
（
牛
肉
の
入
っ
た
白
い
ラ

ー
メ
ン
）
」
を
食
べ
た
。
こ
ん

な
綺
麗
な
ビ
ー
チ
に
中
華
料
理

屋
が
並
ぶ
、
こ
こ
は
一
体
何
処

な
ん
だ
（
笑
）
。

す
っ
か
り
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
堪

能
し
て
フ
ェ
リ
ー
で
ハ
ー
バ
ー

に
戻
っ
た
時
に
は
、
ち
ょ
う
ど

夕
暮
れ
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
シ
ド

ニ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
水
面
、
行
き

交
う
フ
ェ
リ
ー
、
飛
び
交
う
カ

モ
メ
、
そ
し
て
そ
こ
に
集
う
幸

せ
な
人
々
、
す
べ
て
が
オ
レ
ン

ジ
色
の
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
、

ま
る
で
魔
法
を
か
け
ら
れ
た
よ

う
に
輝
い
て
い
た
。
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
美
し
さ
で
あ

る
。
シ
ド
ニ
ー
万
歳
！
（
続
く
）

（
浅
井
岳
史
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲

家

　

／

w
w
w
.ta
k
e
s
h
ia

sai.com

）

T RAVE LT RAVE L

（11）　［旅のページ］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月10日（土）

棚
橋
源
太
郎
博
士
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
博
物
館
関
係
者

で
な
い
と
な
か
な
か
知
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
は

「
博
物
館
の
父
」
や
「
我
が
国

博
物
館
育
て
の
親
」
と
称
さ
れ

る
偉
人
で
す
。
今
年
は
棚
橋
源

太
郎
生
誕
１
５
０
年
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
出
身
地
の
岐
阜
県

に
あ
る
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
、
「
日
本
の
博
物
館

は
岐
阜
か
ら
展

博
物
館
の

父
・
棚
橋
源
太
郎
と
岐
阜
ゆ
か

り
の
人
々
」
展
を
開
催
し
て
い

る
の
で
、
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

棚
橋
源
太
郎
（
１
８
６
９
〜

１
９
６
１
）
は
、

岐
阜
県
師

範
学
校
卒
業
後
、
附
属
小
学
校

訓
導
と
な
り
理
科
教
育
に
力
を

注
ぎ
、
東
京
師
範
学
校
を
卒
業

後
、
同
校
教
諭
兼
訓
導
と
な
り
、

さ
ら
に
１
９
０
６
年
東
京
師
範

学
校
付
属
東
京
教
育
博
物
館
の

館
長
と
な
り
、
博
物
館
事
業
に

携
わ
り
始
め
ま
し
た
。
10
年
に

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、

東
京
博
物
館
（
後
の
国
立
科
学

博
物
館
）
初
代
館
長
、
赤
十
字

博
物
館
館
長
な
ど
を
歴
任
し
、

博
物
館
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
実
践
と
理
論
の
両
面
か
ら

尽
力
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
28
年
に
は
博
物
館

事
業
促
進
会
（
後
の
日
本
博
物

館
協
会
）
の
創
設
に
尽
力
し
、

常
任
理
事
と
し
て
機
関
誌
『
博

物
館
研
究
』
発
行
な
ど
会
の
運

営
に
関
わ
り
、
同
誌
上
に
数
多

く
の
記
事
を
掲
載
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
博
物
館
に
関
す
る
執

筆
活
動
も
盛
ん
に
行
い
ま
し

た
。
戦
後
、
46
年
に
77
歳
で
赤

十
字
博
物
館
長
を
辞
し
た
後
、

『
博
物
館
研
究
』
の
復
刊
に
努

め
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け

る
博
物
館
の
存
立
基
盤
を
確
固

た
る
も
の
と
す
る
た
め
、
博
物

館
法
制
定
に
尽
力
し
ま
し
た
。

51
年
の
博
物
館
法
制
定
後
、

53
年
か
ら
60
年
１
月
ま
で
、
立

教
大
学
で
博
物
館
学
を
講
じ
、

学
芸
員
の
育
成
に
も
尽
力
し
、

51
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
国
際
博
物
館
会
議
）
日
本
委

員
と
し
て
も
活
躍
し
、
59
年
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
名
誉
館
員
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
か
ら
輩
出
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
名
誉
館
員
は
、
後
に

も
先
に
も
棚
橋
源
太
郎
た
だ
一

人
で
す
。

さ
て
、
今
回
の
展
覧
会
で
興

味
深
か
っ
た
資
料
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。
棚
橋
源
太
郎
は

国
立
科
学
博
物
館
の
館
長
を
務

め
て
お
り
、
初
代
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日

本
委
員
長
の
中
井
猛
之
進
博
士

も
同
館
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
国
立
科
学
博
物
館
が
当
時

の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
関
係
の
資
料
を
多

数
所
蔵
し
て
い
た
の
で
す
。
例

え
ば
、
創
設
当
時
の
国
際
博
物

館
会
議
憲
章
の
日
本
語
訳
や
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
を
紹
介
す
る
冊
子
、
文

部
省
ユ
ネ
ス
コ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
（
51
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
日
本
も
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
に
加
盟
す

る
た
め
に
申
請
を
し
て
い
る
と

い
う
記
事
、
創
設
期
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
日
本
委
員
会
の
名
簿
、
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
日
本
委
員
の
棚
橋
へ
の
留

任
依
頼
、
パ
リ
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
本

部
か
ら
棚
橋
宛
に
送
付
さ
れ
た

封
筒
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
初

め
て
見
る
資
料
ば
か
り
で
感
動

し
ま
し
た
。
ま
た
、
立
教
大
学

に
遺
さ
れ
て
い
た
宮
本
馨
太
郎

の
対
談
記
録
の
音
源
か
ら
、
棚

橋
の
肉
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

た
の
も
驚
き
で
し
た
。
同
展
は

９
月
８
日
ま
で
で
す
が
、
全
国

を
巡
回
し
、
も
っ
と
多
く
の
博

物
館
関
係
者
に
見
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
９
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
京
都
大
会
が
開
催
さ
れ
、
棚

橋
の
見
果
て
ぬ
夢
が
よ
う
や
く

実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第320回

棚橋源太郎

生誕150年

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
日
記
（
５
）

シ
ド
ニ
ー
の
優
雅
な
一
日

http://hinomaru-limo.com
https://www.amnet.jp/
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千葉真知子の

ART COOKING

夏
の
暑
い
と
き
に
お
す
す
め

の
簡
単
サ
ラ
ダ
で
す
。
レ
モ
ン

と
お
塩
だ
け
の
味
付
け
で
す

が
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
ま
す
の

で
魚
料
理
の
付
け
合
わ
せ
な
ど

に
も
お
す
す
め
で
す
。

作
り
方

①

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
は
１

セ
ン
チ
角
に
切
る
。
と
う
も
ろ

こ
し
は
電
子
レ
ン
ジ
で
４
分
加

熱
し
、
そ
の
後
実
を
手
で
と
る
。

ア
ボ
カ
ド
は
半
分
に
切
り
、
種

を
取
り
除
い
て
、
皮
を
む
い
て

１
セ
ン
チ
角
に
切
る
。

②

切
っ
た
野
菜
を
全
部
ボ
ウ

ル
に
入
れ
て
、
塩
を
軽
く
振
り
、

レ
モ
ン
を
絞
っ
て
混
ぜ
る
。
器

に
盛
り
つ
け
る
。

元
吉
本
興
業
の
社
員
だ
っ
た

わ
た
し
は
、
吉
本
興
業
に
何
か

あ
る
と
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ

た
り
し
た
。
た
だ
、
「
今
さ
ら
」

と
い
う
気
も
あ
っ
て
、
す
べ
て

お
断
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
今
回
も
「
闇
営
業
」
の
コ

メ
ン
ト
の
話
は
断
っ
た
。
何
よ

り
そ
の
時
、
わ
た
し
は
ア
メ
リ

カ
に
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
闇
営
業
か
ら
吉

本
興
業
の
社
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
問

題
に
な
っ
た
。
芸
人
の
弱
い
も

の
イ
ジ
メ
の
話
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
は
カ
チ
ン
と
き
た
。
そ
し

て
、
つ
い
、
朝
の
ワ
イ
ド
シ
ョ

ー
に
出
て
し
ま
っ
た
。
言
い
た

か
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
プ
ロ

な
ら
、
「
会
社
が
や
っ
て
く
れ

な
い
」
で
は
な
く
、
会
社
を
利

用
す
る
く
ら
い
に
な
ら
な
い
と

ダ
メ
と
い
う
こ
と
。

売
れ
た
ら
好
き
勝
手
言
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
芸
人
さ
ん
を
売

る
た
め
に
ど
れ
だ
け
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
動
い
て
い
る
か
を
伝
え

た
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
た

し
は
、
極
楽
と
ん
ぼ
、
コ
コ
リ

コ
、
ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ
を
売
る

た
め
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
頑
張

っ
て
い
た
の
も
知
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
社
員
、
人
事
移
動
な
ど
で
担

当
が
変
わ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

の
タ
レ
ン
ト
の
不
満
が
あ
る
の

も
分
か
る
。
で
も
、
こ
れ
っ
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
界
で
も
同

じ
。
せ
っ
か
く
一
緒
に
や
っ
て

き
た
の
に
、
成
果
が
出
て
き
た

ら
担
当
者
が
異
動
に
な
っ
て
、

仕
事
の
す
べ
て
が
ひ
っ
く
り
返

る
こ
と
も
今
ま
で
零
細
企
業
の

わ
た
し
は
、
何
度
も
経
験
し
て

き
た
。

で
も
、
そ
れ
も
受
け
止
め
て
、

次
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
が
プ
ロ
だ
と
思
っ

て
い
る
。
契
約
が
悪
い
と
も
思

わ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
「
契
約

書
が
無
い
」
と
文
句
を
言
う
よ

り
も
自
分
で
契
約
書
を
作
っ
て

持
っ
て
行
く
く
ら
い
の
気
持
ち

が
無
い
と
芸
能
界
と
い
う
世
界

で
生
き
残
れ
な
い
こ
と
を
伝
え

た
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
言
い
た
い
こ
と

を
言
っ
て
た
ら
他
の
ワ
イ
ド
シ

ョ
ー
か
ら
も
オ
フ
ァ
ー
が
き

て
、
四
日
で
10
本
出
た
。
結
果
、

思
っ
た
こ
と
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、

わ
た
し
の
取
引
先
は
ほ
と
ん
ど

見
て
な
い
と
い
う
こ
と
。
何
よ

り
も
、
吉
本
よ
り
も
今
の
日
本

大
切
な
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
こ

と
を
分
か
っ
て
な
い
。N

oisy
M

inority

に
振
り
回
さ
れ
て

い
る
場
合
じ
ゃ
な
いS

ilen
t

M
ajority

が
何
に
興
味
を
持
っ

て
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、

も
っ
と
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

大
谷
由
里
子：

１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）
」
な

ど
多
数
。

「
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
」

233

木
川
貴
幸

26
日
リ
サ
イ
タ
ル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
木
川
貴
幸
の
ソ
ロ
リ

サ
イ
タ
ル
が
26
日
（
月
）
午
後

７
時
か
ら
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ

ッ
ジ
に
あ
る
ル
・
ポ
ワ
ソ
ン
・

ル
ー
ジ
ュ
（
ブ
リ
ー
カ
ー
通
り

１
５
８
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
が
作
曲
し
た
最
後
の

５
曲
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
「
後
期

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
」
。
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
が
晩
年
に
達
し
た
境
地
で

の
音
楽
は
ピ
ア
ノ
レ
パ
ー
ト
リ

ー
の
中
で
も
極
め
て
独
自
の
位

置
を
占
め
、
音
楽
フ
ァ
ン
の
心

を
掴
み
続
け
て
い
る
。
来
年
に

生
誕
２
５
０
年
と
な
る
こ
と
を

記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
。

入
場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
（
ミ

ニ
マ
ム
２
ア
イ
テ
ム
）
前
売
り

25
ド
ル
、
当
日
30
ド
ル
。
立
ち

見
は
前
売
り
20
ド
ル
、
当
日
は

25
ド
ル
。
詳
細
・
チ
ケ
ッ
ト
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
.lpr.com

を
参
照
。

ほ
の
か
に
香
る
バ
ラ
の
風
味

が
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
演
出
す

る
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
パ
テ

ィ

ス

リ

ー

「

ラ

デ

ュ

レ

（L
aduree

）
」
の
新
作
ス
イ
ー

ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
ラ
ヴ
ィ

ア
ン
ロ
ー
ズ
」
。
シ
ュ
ー
生
地

に
ロ
ー
ズ
風
味
の
カ
ス
タ
ー
ド

ク
リ
ー
ム
が
た
っ
ぷ
り
の
「
サ

ン
ト
ノ
レ
・
ロ
ー
ズ
・
フ
ラ
ン

ボ
ワ
ー
ズ
」
＝
写
真
＝
は
、
見

た
目
の
華
や
か
さ
や
淡
い
ピ
ン

ク
の
可
愛
ら
し
さ
が
映
え
る
と

と
も
に
、
甘
さ
控
え
め
の
味
も

日
本
人
好
み
。
ま
た
、
〃
マ
カ

ロ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〃
を

自
称
す
る
ラ
デ
ュ
レ
に
よ
る
、

マ
カ
ロ
ン
の
表
面
に
ド
ラ
イ
ロ

ー
ズ
の
花
び
ら
を
ち
り
ば
め
た

「
ロ
ー
ズ
・
カ
ル
ダ
モ
ン
」
な

ど
、
夏
を
鮮
や
か
に
彩
る
ス
イ

ー
ツ
は
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ

の
手
み
や
げ
に
も
最
適
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は
ア

ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
、
ソ
ー
ホ
ー
、

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
内
地
下
フ
ー
ド

ホ
ー
ル
の
３
か
所
に
あ
る
、
ラ

デ
ュ
レ
店
舗
で
販
売
中
。
（
高
）

夏を彩る

バラのケーキ

ラデュレ新作

英
語
落
語
家
ケ
ン
・
サ
イ
ト

ウ
に
よ
る
「
落
語
ナ
イ
ト
３
」

が
、
26
日
（
月
）
と
27
日
（
火
）

両
日
と
も
に
午
後
７
時
か
ら

ザ
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
シ
ア
タ

ー
（
西
46
丁
目
１
５
１
番
地
８

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
１
演
目

に
「B

egging

」
、
２
演
目
に

「
将
棋
」
を
演
じ
る
。

サ
イ
ト
ウ
は
２
０
１
５
年
に

来
米
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う

刺
激
的
な
街
、
そ
こ
に
住
む
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
と
触
れ
合
う
な
か

で
英
語
落
語
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
思
い
つ
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
演
劇
学
校
で
学
ん
だ
西
洋
の

演
技
メ
ソ
ッ
ド
を
落
語
に
取
り

入
れ
、
17
年
か
ら
本
格
的
に
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

入
場
料
は
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://rakugonight3.ev
entbrite.com

を
参
照
。

落
語
ナ
イ
ト

26
日
サ
イ
ト
ウ

夏
野
菜
の
レ
モ
ン
サ
ラ
ダ

材料

トマト.........................１個

アボカド...................１個

とうもろこし........１本

きゅうり...................１本

レモン.........................半分

塩.....................................少々

https://america-keitai.com/


暑
い
夏
の
日
が
続
い
て
い
る

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
大

西
洋
岸
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
ョ
ア
に

は
、
ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ザ
ン
ト
、

シ
ー
サ
イ
ド
ハ
イ
ツ
、
ア
イ
ラ

ン
ド
ビ
ー
チ
や
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ

な
ど
人
気
の
海
水
浴
場
が
多
く

あ
り
、
週
末
は
大
勢
の
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
遊
泳
の
で
き
る
湖
も

各
地
に
あ
り
、
猛
暑
の
週
末
は

ビ
ー
チ
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い

と
こ
ろ
。

だ
が
、
異
常
気
象
な
ど
の
影

響
に
よ
る
水
質
汚
染
や
有
害
生

物
の
発
生
な
ど
で
、
楽
し
い
遊

泳
が
人
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
場

合
も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要

だ
。７

月
に
は
、
ホ
パ
コ
ン
グ
湖

が
有
害
バ
ク
テ
リ
ア
を
含
む
藻

の
異
常
発
生
に
よ
り
遊
泳
禁
止

に
な
っ
た
。
人
体
が
水
に
触
れ

な
い
船
遊
び
の
み
許
さ
れ
、
カ

ヤ
ッ
キ
ン
グ
や
水
上
バ
イ
ク
も

禁
止
、
釣
っ
た
魚
も
食
べ
な
い

よ
う
に
と
の
指
導
が
出
た
。
他

の
湖
で
も
藍
藻
（
ら
ん
そ
う
）

の
大
量
発
生
が
リ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
お
り
、
調
査
で
人
体
に
無
害

と
い
う
結
果
が
出
る
ま
で
は
遊

泳
禁
止
と
さ
れ
る
場
所
が
多
い
。

ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

る
と
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
ョ
ア
の

ビ
ー
チ
で
今
月
に
入
り
、
ク
ラ

ゲ
に
似
た
半
透
明
の
コ
イ
ン
大

の
謎
の
生
物
の
大
量
発
生
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

salps

と
呼
ば
れ
る
生
物
で
、
ク

ラ
ゲ
で
は
な
く
バ
ク
テ
リ
ア
の

一
種
だ
そ
う
だ
。
本
来
メ
キ
シ

コ
湾
周
辺
で
発
生
す
る
も
の
だ

が
今
年
は
海
流
に
乗
っ
て
ジ
ャ

ー
ジ
ー
シ
ョ
ア
ま
で
来
た
ら
し

い
。
こ
のsalps

自
体
の
人
体
へ

の
影
響
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

む
や
み
に
直
接
触
ら
な
い
よ
う

に
と
指
導
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
ョ

ア
で
は
ホ
オ
ジ
ロ
ザ
メ
の
目
撃

や
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

猛
毒
電
気
ク
ラ
ゲ
が
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
る
。
危
険
生
物
が

現
れ
た
場
合
は
海
岸
を
直
ち
に

閉
鎖
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

海
水
浴
客
は
常
に
最
新
の
情
報

を
収
集
し
て
安
全
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。
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ローカル

スクランブル

New Jersey

日
本
の
百
均
小
売
店
チ
ェ
ー

ン
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ(

米
国
本
社

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
は
、
春

に
開
店
し
た
ク
イ
ー
ン
ズ
の
東

海
岸
１
号
店
に
次
ぎ
３
日
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
初
と
な
る
店

舗
「
ダ
イ
ソ
ー
・
ミ
ツ
ワ
・
エ

ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
店
」
（
バ
ー

ゲ
ン
郡
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

リ
バ
ー
ロ
ー
ド
５
９
９
番
地
）

を
、
日
系
ス
ー
パ
ー
「
ミ
ツ
ワ

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス
・
プ
ラ

ザ
」
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
回

も
店
舗
誘
致
は
総
合
不
動
産
会

社
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
が
担
当
し

た
。

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
名
前
は
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
民
の
間
に
も

知
ら
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

と
地
元
紙
へ
の
折
込
チ
ラ
シ
程

度
の
宣
伝
な
が
ら
、
初
日
は
開

店
時
間
前
か
ら
２
０
０
人
ほ
ど

の
客
が
列
を
作
る
ほ
ど
盛
況
。

翌
日
曜
も
開
店
直
後
か
ら
早
速

多
く
の
客
が
店
を
訪
れ
て
い

た
。
同
店
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の

店
舗
の
約
２
倍
に
あ
た
る
１
６

７
坪
の
売
り
場
面
積
を
誇
り
、

陳
列
棚
が
低
め
に
設
定
し
て
あ

り
、
店
内
を
広
く
見
渡
せ
る
。

下
司
（
げ
し
）
修
平
店
長
は

「
買
い
物
を
し
や
す
い
店
づ
く

り
に
努
め
た
」
と
語
る
。
バ
ー

ゲ
ン
郡
の
法
律
で
一
部
の
商
品

を
日
曜
に
販
売
で
き
な
い
と
い

う
問
題
は
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
に
住
む
日
本
人
が
多

く
訪
れ
韓
国
人
社
会
や
中
国
人

社
会
で
も
名
の
通
っ
た
ミ
ツ
ワ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
敷
地
に
出
店
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
を

上
回
る
と
の
こ
と
だ
。

同
店
に
は
日
用
品
か
ら
食
品

ま
で
、
日
本
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で

販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
と
米
国

で
独
自
に
仕
入
れ
た
商
品
を
合

わ
せ
て
約
１
万
２
０
０
０
点
ほ

ど
の
ア
イ
テ
ム
が
並
ぶ
。
値
札

シ
ー
ル
が
付
い
て
い
る
商
品
を

除
き
、
基
本
的
に
全
品
１
ド
ル

99
セ
ン
ト
で
販
売
。
下
司
店
長

の
お
勧
め
は
、
入
口
近
く
に
設

置
さ
れ
た
和
小
物
コ
ー
ナ
ー
＝

写
真
＝
。
ち
ょ
っ
と
し
た
お
土

産
な
ど
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
。

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
今
秋
に
は
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
に
も
出
店

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
も

新
た
な
郊
外
店
出
店
の
企
画
が

進
行
中
だ
。

DAISOがNJに開店
ミツワマーケットプラザに

海
水
浴
ご
用
心

有
害
生
物
な
ど 店内の商品を紹介する下司（げし）店長

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
http://jmart-usa.com/en/
http://asunarokokusai.blogspot.com
http://www.jwsnj.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
https://paramuslibrary.org/


本
書
『
港
か
ら
見
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
海
か
ら
見
る

日
豪
関
係
』
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
政
府
か
ら
の
出
版
助

成
を
受
け
て
同
国
各
州
の
港

を
中
心
に
し
た
物
流
の
取
材

と
調
査
を
続
け
て
き
た
、
元

読
売
ア
メ
リ
カ
社
長
、
麻
生

雍
一
郎
さ
ん
に
よ
る
調
査
報

告
書
で
あ
る
。

麻
生
さ
ん
は
１
９
７
８
年

に
読
売
新
聞
シ
ド
ニ
ー
支
局

を
開
設
し
、
82
年
ま
で
の
４

年
間
、
初
代
特
派
員
と
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
南
太
平

洋
各
国
を
カ
バ
ー
し
た
。
滞

在
中
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
「
距
離
」
を
視
点
の
中
心

に
据
え
て
か
か
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
た
と
い

う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英

本
国
と
の
距
離
や
国
内
の
広

大
な
距
離
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
植
民
者
た
ち
が
作
り
あ
げ

た
国
で
あ
り
、
21
世
紀
に
入

っ
た
い
ま
も
距
離
の
克
服
は

政
治
、
経
済
上
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

な
か
、
港
は
内
陸
部
の
開
発

や
発
展
な
ど
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本

の
20
倍
の
面
積
を
持
つ
広
大

な
大
陸
だ
が
、
人
口
は
日
本

の
５
分
の
１
で
あ
る
２
５
０

０
万
人
足
ら
ず
。
そ
の
人
口

の
８
割
が
海
岸
線
か
ら
百
数

十
キ
ロ
内
の
沿
岸
部
に
住
ん

で
お
り
、
ど
の
州
も
人
口
の

半
数
以
上
が
州
都
に
集
中
し

て
い
る
。

本
書
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
主
要
５
港
（
シ
ド
ニ
ー
、

メ
ル
ボ
ル
ン
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
、

フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
、
ア
デ
レ

ー
ド
）
に
つ
い
て
、
形
成
時

か
ら
今
日
ま
で
の
発
展
の
経

緯
を
た
ど
る
。
現
在
の
課
題
、

将
来
の
展
望
、
日
本
の
港
と

の
交
流
の
歴
史
を
探
り
、
こ

れ
ら
の
港
の
後
背
地
と
し
て

発
展
し
て
き
た
州
都
お
よ
び

州
の
現
状
に
つ
い
て
も
詳
し

く
考
察
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
港
湾
に
つ
い
て
詳
し
い
教

授
な
ど
へ
自
ら
調
査
・
取
材

に
あ
た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
特
徴
や
概
要
に
つ
い
て

も
解
説
す
る
。

第
１
章
で
紹
介
し
て
い
る

シ
ド
ニ
ー
港
と
ニ
ュ
ー
・
サ

ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
に
つ

い
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
と
白
亜
の
貝
殻
を
模
し
た

美
し
い
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
有

名
だ
が
、
１
７
６
９
に
英
国

海
軍
海
尉
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク

ッ
ク
の
指
揮
す
る
エ
ン
デ
バ

ー
号
の
冒
険
か
ら
始
ま
る
。

海
図
の
な
い
航
路
西
に
進
路

を
取
る
未
知
の
大
陸
を
求
め

て
た
ど
り
つ
い
た
の
が
島
で

は
な
く
、
海
岸
線
が
２
万
５

７
６
０
キ
ロ
に
も
及
ぶ
広
大

な
大
陸
の
東
海
岸
だ
っ
た
。

ま
た
ブ
リ
ス
ベ
ン
港
と
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で
は
17

世
紀
に
海
洋
で
暴
れ
た
山
田

長
政
の
伝
説
と
歴
史
も
現
地

で
の
紐
解
き
も
あ
り
興
味
深

く
読
め
る
。
ぜ
ひ
英
語
版
も

出
版
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

開
拓
と
冒
険
と
産
業
経
済
で

発
展
し
た
豪
州
の
港
。
英
国

の
歌
手
、
メ
リ
ー
・
ホ
プ
キ

ン
の
１
９
７
０
年
の
デ
ビ
ュ

ー
曲
「
夢
見
る
港
」
の
調
べ

が
聞
こ
え
て
く
る
。
　
（
三
）

著
者
紹
介：

あ
そ
う
・
よ
う
い
ち
ろ
う
＝

１
９
４
２
年
東
京
生
ま
れ
。
読

売
新
聞
連
載
の
移
民
シ
リ
ー
ズ

で
第
１
回
日
豪
交
流
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
賞
を
受
賞
。
当
書
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
設
立

に
な
る
豪
日
交
流
基
金
の
助
成

を
得
て
６
月
に
出
版
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
関
す
る
著
作
は
２

０
１
３
年
の
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
　
歴
史
・
地
理
紀
行
』
以
来

６
年
ぶ
り
。
そ
の
ほ
か
『
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

未
知
未
来
の
大

陸
』
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
大

丈
夫
か
』
な
ど
が
あ
る
。

■樹木希林120の遺言（樹木希林、宝島社）昨年9月に他界
した女優・樹木希林さんが遺した120の言葉。NHKスペシ
ャル「樹木希林を生きる」や朝日新聞の連載「語る人生の贈
りもの」のインタビュー、雑誌などから心に響く樹木さんの
メッセージを厳選して掲載。人生哲学が詰まった一冊。■支
配の構造（堤未果ほか、SB出版）名著を通じて現代メディ
アに蔓延する問題に迫ったＮＨＫのＥテレ番組『100分ｄｅ
メディア論』に作家の高橋源一郎、社会学者の大澤真幸、東
京工業大学リベラルアーツ研究教育院教授の中島岳志、国際
ジャーナリストの堤未果が出演し、大きな反響を巻き起こし
た放送から１年。再結集した4人が新たな「名著」をもとに
現代メディアと日本の危機を徹底討論する。■おっぱいマン
ション改修争議（原田ひ香、新潮社）東京・赤坂に建つ、い
まは亡き天才建築家が設計した、通称「おっぱいマンション」。
立地もよく奇抜なデザインも話題となり完成当時はあこがれ
の住居だったが、45年ののちに重大な問題が発覚し、建て
替えるべきか、残すべきかの改修騒ぎが勃発する。■がんか
ら始まる生き方（養老孟司ほか、NHK出版新書）血液がん
が危うく見落とされそうになった武蔵野美術大学名誉教授の
柏木博氏。その治療をサポート後に自分のがんを発見した東
京大学医学部附属病院放射線治療部門長の中川恵一氏。その
２人を仲介した解剖学者・作家の養老孟司氏。患者・治療
者・助言者というそれぞれの立場から談義する「がん体験指
南書」。■いるいないみらい（窪美澄、角川書店）不妊治療
を始めたり養子縁組を考えたり、夫婦間での子供を望む気持
ちのすれ違いや、独身女性、老齢の男性などが子供を持つこ
とへの葛藤を描いた５編の短編集。それぞれが真剣に悩み、
もがき、迷う、子どもがいる・いない未来の価値観と生き方。
■血の弔旗（藤田宜永、講談社文庫）金融会社社長が政界へ流すための裏
金11億円を社長運転手の根津が周到な計画の末に強奪。事件への関与を疑
われた根津だが、アリバイ工作が奏功し、逮捕に至らず実業家として成功
を収める。昭和という時代と風俗を活写したサスペンス。　　（高田由起子）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

樹
木
希
林
さ
ん
の
人
生
哲
学
。
現
代
メ
デ
ィ
ア
と
日
本
の
危
機
を
徹
底
討
論
。
天
才
建
築

家
が
設
計
し
た
住
居
の
問
題
と
は
。
患
者
・
治
療
者
・
助
言
者
に
よ
る
「
が
ん
体
験
指
南
書
」
。

子
供
が
い
る
・
い
な
い
人
の
生
き
方
。
昭
和
と
風
俗
を
活
写
し
た
サ
ス
ペ
ン
ス
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

オーストラリアの夢見る港

ニューヨーク市の図書館、

夏休みの間、子供たちに

読書の時間を提供

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
公
共

図
書
館
で
は
市
民
の
読
書
力
向

上
を
狙
い
、
毎
年
恒
例
の
「
サ

マ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
夏
休

み
中
に
子
供
た
ち
の
学
習
力
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
と
作
ら
れ

た
子
供
を
中
心
に
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
源

を
通
し
て
学
習
し
て
も
ら
お
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
は
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着

陸
50
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
読
書
テ
ー
マ
は
「
宇
宙
」
。

図
書
館
内
に
は
宇
宙
を
テ
ー
マ

に
し
た
本
や
ア
ー
ト
が
た
く
さ

ん
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
家
族

で
参
加
で
き
る
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
や
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
し
て

い
る
。

ク
イ
ー
ン
ズ
図
書
館
で
は
手

品
や
小
動
物
と
の
イ
ベ
ン
ト
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
図
書
館
で
は
本

の
読
み
聞
か
せ
や
ア
ー
ト
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
実
施
。
青
少

年
向
け
に
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
の
読
書
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
も

行
う
。
さ
ら
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
に
、
自
身

の
読
書
目
標
を
達
成
し
た
子
供

た
ち
に
は
本
や
賞
品
が
贈
呈
さ

れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
２
０
１

８
年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
１

０
０
万
ド
ル
を
寄
付
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
い
る
。

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

新聞情報社・刊

麻生 雍一郎・著

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://kkobo.com/
http://jweeklyusa.com


五
番
街
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
タ

ワ
ー
に
住
ん
で
今
年
で
29
年
に

な
る
。
３
部
屋
を
ぶ
ち
抜
い
た

４
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
自

宅
で
一
人
暮
ら
し
。
こ
の
ビ
ル

は
、
海
運
王
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
・
オ
ナ
シ
ス
と
結
婚
し
た
ジ

ャ
ク
リ
ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
が

「
夫
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
セ
ン

ト
バ
ト
リ
ッ
ク
寺
院
を
見
下
ろ

し
て
暮
ら
し
た
い
」
と
言
っ
て

オ
ナ
シ
ス
に
建
て
さ
せ
た
も
の

だ
。
住
人
は
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン

は
じ
め
大
富
豪
ア
ド
ナ
ン
・
カ

シ
ョ
ギ
氏
、
イ
メ
ル
ダ
・
マ
ル

コ
ス
夫
人
、
新
婚
当
時
の
ト
ラ

ン
ブ
大
統
領
夫
妻
も
こ
こ
に
住

ん
で
い
た
。
青
木
さ
ん
に
よ
る

と
、
カ
シ
ョ
ギ
氏
に
憧
れ
て
い

た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
５
ブ
ロ
ッ
ク

北
の
五
番
街
に
こ
の
ビ
ル
に
似

せ
て
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
を
建
て

た
そ
う
だ
。

「
五
番
街
に
住
ん
で
い
る
と

そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
世
界
の

動
き
が
分
か
る
ん
で
す
よ
。
街

を
歩
い
て
い
る
人
も
ひ
と
昔
前

は
ロ
シ
ア
人
や
ア
ラ
ブ
人
、
今

は
世
界
中
ど
こ
で
も
そ
う
で
す

け
ど
中
国
人
。
生
活
も
、
よ
く

グ
ロ
ー
サ
リ
ー
と
か
買
い
物
ど

う
す
る
ん
で
す
か
っ
て
聞
か
れ

ま
す
け
ど
、
い
ま
は
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ダ
イ
レ
ク
ト
や
ア
マ
ゾ
ン

も
あ
る
し
便
利
で
す
」

今
年
の
春
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
日
本
語
ラ
ジ
オ
放
送
局

「

さ

く

ら

ラ

ジ

オ

」

（w
w
w
.sakuraradio.com

）

で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街
ト

ー
ク
」
と
い
う
番
組
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
て
い
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
梅
川
壱
之

助
、
俳
優
の
松
居
一
代
、
デ
ヴ

ィ
夫
人
ら
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
た

本
音
ト
ー
ク
が
好
評
だ
。

本
業
は
、
ベ
ニ
ハ
ナ
・
オ

ブ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し

て
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
し
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
タ
イ
を
中
心
と
し

た
ア
ジ
ア
、
ド
バ
イ
を
中
心
と

し
た
中
東
ほ
か
、
ハ
ワ
イ
、
イ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
ベ
ニ

ハ
ナ
・
オ
ヴ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
30

店
舗
の
世
界
展
開
を
最
高
経
営

責
任
者
と
し
て
積
極
的
に
行

い
、
１
３
０
％
の
増
収
を
達
成
。

東
京
生
ま
れ
。
ハ
ワ
イ
大
学
留

学
後
、
１
９
８
８
年
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
渡
り
「
ワ
ン
ダ
ー
ブ
ラ
」

の
日
本
に
お
け
る
大
ヒ
ッ
ト
を

手
掛
け
た
。
１
９
８
９
年
毛
皮

の
（
株
）
ア
ル
テ
ッ
セ
を
設
立
。

こ
れ
を
機
に
五
番
街
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
タ
ワ
ー
に
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。
日
本
人
女

性
で
初
め
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
オ
ー
ナ

ー
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了

後
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
頼
ま

れ
て
知
り
合
っ
た
ベ
ニ
ハ
ナ
創

業
者
の
ロ
ッ
キ
ー
青
木
氏
と
２

０
０
１
年
に
結
婚
。
青
木
氏
の

２
０
０
８
年
没
後
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
引
き
継
い
だ
。

「
ラ
ジ
オ
の
番
組
を
通
し
て
、

ア
メ
リ
カ
に
住
む
日
本
人
の
皆

様
へ
向
け
て
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
と
美
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
五
番

街
を
チ
ア
ア
ッ
プ
し
ま
す
」
と

い
つ
も
の
明
る
い
笑
顔
を
見
せ

た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

五
番
街
か
ら
ラ
ジ
オ
で
ト
ー
ク
発
信

真
夏
の
ハ
ー
レ
ム
目
抜
き
通
り
を
歩
く

（15）　［NY生活ウーマン］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月10日（土）

ベニハナ・オブ・トーキョーCEO

さくらラジオ・パーソナリティー

青木 恵子
あおき　　　　　　　　けいこ

さん

華氏90度を超える真夏のハーレム目抜き通り、125丁目。地下鉄６番の駅で降り
て西に向かうと、歩道に立ち並ぶ露店が一瞬中近東か北アフリカの青空マーケット
を歩いているような錯覚を起こさせる。店にはアフリカから直輸入と想像させるよ
うな動物の木造彫刻や原色を組み合わせた長いドレス、ユニークなアクセサリーな
どが並ぶ。この通りは、黒人差別に立ち向かい1964年にノーベル平和賞を受賞し
たキング牧師を記念して「マーティン・ルーサー・キング・ジュニア通り」とも呼
ばれる。有名なアポロ劇場や最先端のブラックアートを展示した「スタジオ・ミュ
ージアム・イン・ハーレム」があり、近くにはシルビア・ウッズが1962年に開店
したソウルフードのレストラン「シルビアズ」、時間の余裕をもって訪れる価値が
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワインスタイン今井絹江、写真も)

◇氏名：ドミニック（28歳）
◇職業：ミシガン大学で「公正
なエネルギーの使い方（Energy
Justice）」博士過程の学生

◇居住地：ボストン
◇着用の服：Tシャツはヘイン
ズ、ショーツはパタゴニア、ス
ニーカーはヴァンス、ソックス
はナイキ、サングラスはアーバ
ンアウトフィッターズ、肩から

掛けたバッグはフィラ
◇よく利用する店：パタゴニア
◇好きなブランド：ブランド嗜
好なし

◇着こなしで気をつけているこ
と：「Less Is More」の精神
でシンプルに装う

◇撮影場所：ハーレムの125丁目
アポロ劇場の斜め向かい

ストスナ
オシャレは街角から生まれる 105

NY

A
U
G
U
S
T

インスタグラム@keikoonoaoki

https://crsny.org
https://gutforlife.us/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
http://www.salon-oasis.net
http://www.idocenter.com
https://artofhaiku.org/
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在
住
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
教
育

者
で
も
あ
る
ス
コ
ッ
ト
・
ラ
ラ

ビ
ー
が
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
・
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ミ
ュ
ー

ジ

ア

ム

（

Ｌ

Ｉ

Ｃ

Ｍ

＝1
1

D
avis

A
ve, G

arden
C

ity

）

で
８
月
末
ま
で
の
期
間
、
制
作

参
加
型
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
中
。

子
供
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
物
を
組
み
合
わ
せ
た
大
型
の

遊
具
の
制
作
に
参
加
し
な
が

ら
、
体
験
を
通
し
て
発
見
す
る

楽
し
さ
や
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
か

ら
今
と
将
来
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
を
学
ん
で
い
く
仕
組
み
。

大
人
も
楽
し
め
る
多
彩
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
自
閉
症
の
子

供
の
た
め
の
部
屋
も
あ
る
。
ラ

ラ
ビ
ー
は
、
新
宿
や
千
葉
県
の

保
育
園
で
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

や
教
育
者
に
向
け
た
レ
ク
チ
ャ

ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

対
象
年
齢
は
１
〜
12
歳
（
大

人
・
子
供
だ
け
の
来
場
不
可
）
。

入
場
料
は
会
員
・
１
歳
以
下
は

無
料
、
一
般
14
ド
ル
、
65
歳
以

上
13
ド
ル
、
グ
ル
ー
プ
入
場
は

10
ド
ル
。
開
館
時
間
は
毎
日
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

駐
車
場
無
料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

w
w

w
.licm

.org/exhibits/
e

x
h

i
b

i
t

/
m

a
s

h
-

m
enagerie/

を
参
照
。

夏

休

み

子供の
遊び場
作るイベント

シニック・
ハドソンパークへ
リセ・ケネディ

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
で
は

７
月
15
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で

の
４
週
間
、
幼
児
部
と
小
学
部

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

７
月
25
日
に
は
ア
ー
ヴ
ィ
ン

ト
ン
に
あ
る
シ
ニ
ッ
ク
・
ハ
ド

ソ
ン
パ
ー
ク
へ
校
外
学
習
に
出

か
け
た
。
当
日
は
さ
わ
や
か
な

青
空
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
ハ
ド
ソ
ン
川
を
背
景
に
し
た

広
い
芝
生
の
運
動
場
で
、
か
け

っ
こ
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
フ
リ
ズ

ビ
ー
な
ど
、
思
い
思
い
の
遊
び

に
興
じ
た
。
ま
た
小
学
生
た
ち

は
付
属
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

で
各
自
が
ル
ー
ル
と
役
割
を
決

め
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
す
る
な

ど
、
自
主
的
な
団
体
行
動
を
体

験
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
）
の
幼
小
サ
マ
ー
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
後
期
の
部
が
７
月
26

日
、
盛
大
に
終
わ
っ
た
。

小
学
部
（
中
村
健
人
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
は
、
今
回
が
第
７
回

と
な
る
日
本
全
国
の
被
災
児
を

対
象
に
し
た
夏
期
留
学
招
待
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
あ
し
な
が
育
英
会
、

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
、
日
本
航

空
等
の
企
業
と
個
人
の
協
力
・

支
援
）
を
実
施
し
た
。
今
年
は

小
学
５
年
生
２
人
と
大
学
生
１

人
が
招
待
を
受
け
た
。
25
日
に

は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
渡

辺
紗
彩
さ
ん
が
、
地
元
の
福
島

県
浪
江
町
請
戸
地
区
で
受
け
継

が
れ
る
民
俗
芸
能
の
「
請
戸
の

田
植
え
踊
り
」
を
子
供
た
ち
に

披
露
し
た
。
本
来
は
小
学
４
〜

６
年
生
ま
で
の
女
子
が
毎
年
２

月
の
祭
り
で
披
露
す
る
踊
り
だ

が
、
踊
り
子
不
足
の
た
め
近
年

は
３
歳
か
ら
68
歳
ま
で
の
幅
広

い
年
代
の
人
が
踊
り
に
参
加
し

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
と
い

う
。
復
興
に
向
け
て
一
丸
と
な

る
人
々
の
力
強
さ
が
、
聞
く
人

の
心
を
打
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

田
植
え
踊
り
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

は
、
初
め
て
聴
く
人
に
も
ど
こ

か
懐
か
し
さ
と
親
し
み
を
感
じ

さ
せ
た
。
「
お
し
な
で
、
お
し

な
で
」
と
い
う
掛
け
声
を
掛
け

な
が
ら
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に

踊
る
。
そ
し
て
子
供
た
ち
の
中

に
岡
本
徹
学
園
長
や
事
務
局
長

も
加
わ
り
、
最
後
は
全
員
が
一

緒
に
な
っ
て
踊
っ
た
。

会
が
終
了
し
て
も
子
供
た
ち

の
間
か
ら
は
「
お
し
な
で
、
お

し
な
で
」
が
聞
こ
え
、
踊
り
の

余
韻
に
浸
っ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
た
。

育
英
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

盛
大
に
後
期
終
了

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル

シ
ー
に
７
月
末
、
40
年
ぶ
り

に
新
し
い
公
園
が
で
き
、
地

域
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
っ
て

い
る
。

「
チ
ェ
ル
シ
ー
グ
リ
ー
ン
」

と
命
名
さ
れ
た
新
公
園
は
20

丁
目
、
６
番
街
と
７
番
街
の

間
。
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
広
さ
の
こ
の
ス
ペ
ー
ス

は
か
つ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

衛
生
局
の
車
両
の
駐
車
場
だ

っ
た
。
地
域
住
民
代
表
が
同

市
に
掛
け
合
い
、
10
年
に
わ

た
り
計
画
を
進
め
、
約
６
０

０
万
ド
ル
の
同
市
の
資
金
を

得
て
新
公
園
開
設
に
漕
ぎ
着

け
た
。

チ
ェ
ル
シ
ー
に

新
公
園40

年
ぶ
り

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
チ
ル
ド
レ

ン
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
実
施
中

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
組
み
合
わ

せ
た
大
型
遊
具
を
制
作
す
る
参
加
型

の
大
型
イ
ベ
ン
ト
。

https://artofhaiku.org/
http://www.intnl.doshisha.ac.jp/admission/overseas/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
局
が

６
月
末
に
実
施
し
た
校
舎
検
査

で
、
６
歳
未
満
の
児
童
が
使
っ

て
い
る
７
９
７
校
の
う
ち
３
０

２
校
で
有
害
な
鉛
入
り
塗
料
が

露
出
し
て
い
る
教
室
が
発
見
さ

れ
た
。
同
市
教
育
局
が
７
月
31

日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
調
査
結

果
を
公
表
し
た
。
問
題
の
学
校

に
は
直
接
、
校
長
や
保
護
者
に

通
知
を
行
う
。

発
見
さ
れ
た
の
は
ど
れ
も
１

９
８
５
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
塗
料
が
劣
化
の
た
め

剥
離
、
露
出
し
て
い
た
。
な
か

で
も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｐ
Ｓ
１

０
８
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
Ｐ
Ｓ
49

で
は
そ
れ
ぞ
れ
12
の
教
室
が
危

険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

以
前
は
経
年
に
よ
る
色
の
変

化
が
少
な
く
錆
に
強
い
こ
と
な

ど
か
ら
に
は
鉛
を
入
れ
た
塗
料

が
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。
鉛
は

嘔
吐
や
腹
痛
、
痙
攣
な
ど
の
鉛

中
毒
を
起
こ
す
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
と
く
に
子
供
に
対
し
て
は

血
中
に
微
量
の
鉛
が
あ
る
だ
け

で
学
習
面
や
行
動
面
で
問
題
を

起
こ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
／
ゴ
ッ
サ
ミ
ス
ト

の
調
査
で
４
つ
の
学
校
で
鉛
が

検
出
さ
れ
た
。
な
か
に
は
市
の

安
全
基
準
の
１
０
０
倍
を
超
え

る
鉛
が
含
ま
れ
て
い
る
塵
も
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
同
市
教
育
局

が
本
格
的
に
調
査
を
し
た
。

有
害
な
鉛
含
有
塗
料
を
剥
が

す
と
返
っ
て
鉛
が
飛
散
す
る
た

め
、
プ
ラ
イ
マ
ー
で
塞
ぎ
無
鉛

塗
料
で
上
塗
り
す
る
必
要
が
あ

る
。
教
育
局
は
新
学
期
が
始
ま

る
９
月
５
日
ま
で
に
間
に
合
う

よ
う
に
作
業
を
終
え
た
い
と
し

て
い
る
。

教
室
に
有
害
ペ
ン
キ

市
内
３
０
２
校
の
学
校
で

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
７
月
24

日
に
生
け
花
講
座
が
実
施
さ
れ

た
。
講
座
は
３
歳
児
、
４
・
５

歳
児
合
同
、
小
学
部
の
３
ク
ラ

ス
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
季
節
の
花
の
日
本
的

な
楽
し
み
方
と
日
本
文
化
の
心

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

講
師
は
、
真
（
し
ん
）
・
副

（
そ
え
）
・
控
（
ひ
か
え
）
と

呼
ば
れ
る
生
け
花
の
３
つ
の
花

型
を
、
子
供
た
ち
用
に
「
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
子
ど
も
」

と
分
か
り
や
す
く
説
明
。
茎
の

切
り
方
や
花
バ
サ
ミ
の
持
ち
方

を
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
指
導
し

た
。
３
歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
ピ

ン
ク
の
花
に
「
美
し
い
！
」
と

感
動
し
た
り
、
細
長
い
葉
を
く

る
り
と
結
ん
で
変
化
を
つ
け
る

あ
し
ら
い
を
「
お
父
さ
ん
の
蝶

ネ
ク
タ
イ
だ
ね
」
と
た
と
え
る

な
ど
、
興
味
深
い
日
本
語
の
表

現
が
数
多
く
あ
っ
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
最
終
日

と
な
る
９
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時
ま
で
は
、
外
部

の
参
加
も
可
能
な
夏
ま
つ
り
が

同
校
で
開
催
さ
れ
る
。
参
加
希

望
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
電
話
２

１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
ま

で
。

生
け
花
講
座

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

日
本
の
文
化
の
心

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ブ
ラ
ン
ド
の

エ
デ
ィ
・
バ
ウ
ア
ー
は
１
日
、

寝
返
り
を
打
っ
た
幼
児
が
窒
息

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た
揺

り
か
ご
約
２
万
４
０
０
０
台
の

自
主
回
収
を
発
表
し
た
。

対
象
商
品
は
「
エ
デ
ィ
・
バ

ウ
ア
ー
・
ス
ラ
ン
バ
ー
・
ア
ン

ド
・
ス
ー
ズ
・
バ
シ
ネ
ッ
ト
」

（
商
品
番
号B

T
055C

SY

）
、

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ベ
ビ
ー
・
ド

ゥ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ド
リ
ー

ム
・
バ
シ
ネ
ッ
ト
」
（
商
品
番

号BT
071D

H
S

）
。
値
段
は
１

台
60
ド
ル
前
後
で
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
や
Ｋ
マ
ー
ト
、
ロ
ス
、
マ
ー

シ
ャ
ル
ズ
、
Ｔ
Ｊ
マ
ッ
ク
ス
を

含
む
大
型
小
売
店
チ
ェ
ー
ン

で
、
２
０
１
４
年
11
月
か
ら
17

年
２
月
に
販
売
さ
れ
て
い
た
。

同
商
品
が
原
因
の
事
故
の
報

告
は
な
い
が
、
消
費
者
製
品
安

全
委
員
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
に
よ

る
と
、
類
似
し
た
商
品
で
、
う

つ
伏
せ
に
な
っ
た
幼
児
が
窒
息

死
す
る
と
い
う
事
故
が
複
数
起

こ
っ
て
い
る
。
対
象
商
品
を
持

っ
て
い
る
場
合
は
、
直
ち
に
使

用
を
止
め
、
ベ
ビ
ー
用
品
専
門

メ
ー
カ
ー
の
ド
レ
ル
・
ジ
ュ
ヴ

ェ
ナ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
電
話

８
７
７
・
６
５
７
・
９
５
４

６
、
テ
キ
ス
ト
８
１
２
・
３
７

３
・
６
６
７
３
）
に
連
絡
し
、

全
額
返
金
を
受
け
る
。

揺りかご回収

エディ・バウアー社

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
小
学
部
で
は
７

月
26
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ

る
タ
ロ
ー
ズ
折
り
紙
ス
タ
ジ
オ

で
折
り
紙
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
た
。
生
徒
た
ち
は
講

師
か
ら
折
り
紙
の
歴
史
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
実
際
に
３
つ

の
折
り
紙
を
完
成
さ
せ
る
作
業

に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

最
初
に
仏
教
と
共
に
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
紙
の
文
化
や
和
紙

の
誕
生
や
、
江
戸
時
代
に
書
か

れ
た
最
初
の
折
り
紙
の
本
に
は

49
通
り
の
鶴
の
折
り
方
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
。
特
に
、
折
り
鶴
は
昔

の
日
本
人
が
正
月
に
鶴
を
食
べ

て
い
た
習
慣
に
由
来
す
る
と
聞

き
、
生
徒
た
ち
は
仰
天
。

折
り
紙
実
習
の
あ
と
、
ス
タ

ジ
オ
内
に
展
示
さ
れ
た
動
植
物

の
複
雑
な
折
り
紙
に
興
味
津
々

で
見
入
っ
て
い
た
が
、
特
に
完

成
ま
で
15
時
間
か
か
る
と
い
う

金
の
ド
ラ
ゴ
ン
に
は
、
大
き
な

歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

同
校
へ
の
見
学
・
編
入
の
問

い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６

８
１
・
７
９
２
９
ま
で
。

折り紙学ぶ
リセ・ケネディ日本人学校

タローズが指導

記
者
会
見
す
る
Ｎ
Ｙ
市
長

http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
http://www.gwjs.org
https://www.kikokushijoacademy.com/
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取り乱した人、混乱している人

mess

Ｑ

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
て
、
こ

の
秋
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
出
願

す
る
予
定
で
す
。
僕
は
中
学
３
年

の
時
に
国
内
で
も
有
数
の
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
大
学
留
学
を

決
意
し
て
今
の
学
校
に
転
校
し
ま

し
た
。
質
問
な
の
で
す
が
、
コ
モ

ン
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
ッ

セ
イ
は
ト
ピ
ッ
ク
は
自
由
で
、
い

ま
ま
で
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
で
も

よ
い
と
あ
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
人

の
英
語
の
先
生
に
僕
の
ス
ピ
ー
チ

原
稿
を
見
せ
る
と
す
ご
く
褒
め
て

く
れ
、
そ
れ
を
提
出
し
た
ら
と
言

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
長
さ
も
ち

ょ
う
ど
い
い
で
す
し
提
出
し
て
も

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

（
日
本
、
高
校
生
）

Ａ

コ
モ
ン
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
８
０
０
以
上
の
大
学
で
共
通

願
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
出
願
す
る
大

部
分
の
人
が
こ
れ
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
８
月
１
日
に
更

新
さ
れ
た
の
で
、
今
度
12
年
生
に

な
る
皆
さ
ん
は
エ
ッ
セ
イ
や
願
書

の
準
備
を
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ

い
時
期
で
す
ね
。

コ
モ
ン
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
設
問
は
こ
こ
数
年
変

わ
ら
ず
、
７
つ
の
内
か
ら
１
つ
選

ん
で
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
好
き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
書

い
て
よ
い
と
い
う
の
は
７
つ
目
の

設
問
で
す
。

コ
モ
ン
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
内
容
を
考
え
る
前

に
、
大
学
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら

志
願
者
の
何
を
見
よ
う
と
す
る
の

か
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
志
願
者

の
書
く
能
力
や
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・

シ
ン
キ
ン
グ
（
批
判
的
思
考
）
と

同
時
に
、
人
間
性
や
大
学
に
入
っ

て
か
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
推
し

量
ろ
う
と
し
ま
す
。

相
談
者
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
勝
と
い
う
高
い
評
価
を
す

で
に
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
事
実

は
願
書
の
他
の
欄
に
書
け
ま
す
の

で
、
わ
ざ
わ
ざ
大
学
に
そ
の
ス
ピ

ー
チ
を
提
出
す
る
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
優
勝
を

き
っ
か
け
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
に
移
り
、
さ
ら
な
る

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ア
メ
リ
カ
留
学

を
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

英
語
に
磨
き
が
か
か
り
内
面
も
成

長
し
て
い
る
と
想
像
し
ま
す
。
優

勝
し
た
当
時
か
ら
数
年
が
経
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
大
学
に
は
出

願
す
る
現
時
点
で
の
エ
ッ
セ
イ
を

書
く
能
力
を
示
し
、
今
ま
で
の
経

緯
や
留
学
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
た
い
の
か
を
書
い
た
方
が
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
で

し
ょ
う
。
中
学
の
時
よ
り
も
っ
と

成
長
し
た
現
在
の
自
分
の
様
子
や

考
え
を
書
け
ば
、
魅
力
的
な
エ
ッ

セ
イ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

読
ん
で
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
ス
ピ
ー
チ
は
大
勢
の
聴
衆

に
向
け
て
文
字
通
り
口
頭
で
伝
え

る
も
の
で
あ
り
、
大
学
の
要
求
す

る
エ
ッ
セ
イ
と
は
意
図
も
形
態
も

少
し
違
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
願

書
用
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
時
は
個
人

に
向
け
て
、
よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

ト
ー
ン
に
し
ま
す
。
あ
ま
り
に
く

だ
け
た
調
子
は
い
け
ま
せ
ん
が
、

改
ま
り
す
ぎ
る
ト
ー
ン
も
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
想
像
上
で
い
い
で
す

が
、
若
く
て
親
し
い
先
生
に
話
す

時
く
ら
い
の
距
離
感
で
書
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
使
う
単
語
も
辞
書

で
調
べ
て
難
解
な
表
現
に
し
よ
う

と
せ
ず
、
自
分
の
英
語
能
力
や
成

熟
度
に
見
合
っ
た
レ
ベ
ル
で
書
い

て
下
さ
い
。

願
書
用
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
ま
ず

最
初
に
自
分
の
身
に
起
こ
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
書
き
始
め
る
の
が

定
番
で
す
。
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
の
優
勝
は
、
相
談
者
に
と
っ

て
人
生
の
節
目
と
な
る
大
き
な
出

来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
時
の
様
子
を
導
入
部
で
描
写

す
る
の
も
一
方
法
で
す
。
最
初
の

一
文
は
、
読
ん
だ
人
が
続
き
を
読

み
た
く
な
る
よ
う
特
に
工
夫
し
て

下
さ
い
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
体
も
読

む
人
が
そ
の
話
に
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
、
内
容
を
説
明
す
る
の
で
は

な
く
そ
の
時
の
様
子
を
詳
し
く
描

写
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
英
語
で

は
「Show

, don't
tell.

」
と
呼

ば
れ
、
読
ん
だ
人
が
あ
た
か
も
そ

の
場
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
よ
う
、
会
話
や
行
動
の
他
、
臭

覚
、
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
な
ど
五

感
も
入
れ
て
鮮
明
に
描
写
す
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

例
え
ば
「
美
し
い
空
」
と
書
い

て
も
ど
ん
な
に
美
し
い
空
な
の
か

読
ん
だ
人
に
は
伝
わ
ら
ず
、
書
い

た
人
の
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
「
美
し
い
」
と
書

か
ず
と
も
空
の
色
や
雲
の
形
、
動

き
、
空
気
感
な
ど
を
丁
寧
に
あ
る

が
ま
ま
に
描
写
し
そ
の
後
の
判
断

は
読
者
に
委
ね
た
方
が
、
読
者
は

自
分
の
想
像
力
を
使
い
、
書
い
た

人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
理
解

し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

最
終
的
に
は
大
学
志
願
者
の
エ

ッ
セ
イ
を
読
ん
だ
人
が
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
中
心
人
物
で
あ
る
志
願
者

に
よ
い
印
象
を
持
ち
、
「
会
っ
て

み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
エ
ッ
セ
イ
に
仕
上
げ
る
こ
と

を
目
標
に
構
想
を
練
っ
て
く
だ
さ

い
。

本欄への相談は　
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五
月
一
日
か
ら
令
和
時
代
が

始
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
時
代

へ
進
ん
で
行
く
日
本
に
い
く
つ

か
期
待
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
、
日
本
が
移
民
を
差
別

し
な
い
国
に
な
る
事
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
今
の
日
本
は
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
２

０
１
７
年
、
日
本
の
総
人
口
は

約
１
億
２
６
７
１
万
人
で
し

た
。
そ
の
27
・
７
％
は
、
65
歳

以
上
の
人
で
し
た
。
予
測
で
は
、

２
０
２
９
年
に
は
人
工
は
１
億

２
０
０
０
万
人
を
下
っ
て
、
２

０
６
５
年
に
は
８
８
０
８
万
人

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
２
０
３
６
年
に
は

３
人
に
一
人
、
２
０
６
５
年
に

は
約
２
・
６
人
に
一
人
が
65
歳

以
上
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
は

少
子
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
将
来
予

想
さ
れ
る
労
働
力
不
足
の
対
策

と
し
て
、
外
国
人
労
働
者
を
大

規
模
に
受
け
入
れ
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
増
加
す
る
国
内

の
外
国
人
の
存
在
を
悪
く
思
っ

て
い
る
日
本
人
が
た
く
さ
ん
い

る
そ
う
で
す
。
日
本
の
移
民
数

は
２
０
１
３
年
に
は
約
２
０
０

万
人
で
、
こ
れ
は
日
本
の
総
人

口
の
１
・
９
％
だ
け
で
す
。
日

本
の
移
民
数
は
世
界
の
国
々
に

比
べ
た
ら
26
位
で
す
。
ア
メ
リ

カ
は
一
位
で
、
日
本
の
移
民
数

の
23
倍
、
約
４
６
６
０
万
人
も

い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

総
人
口
の
14
・
３
％
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
日
本
は
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
ま
り
移
民
を
受
け
入

れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
移
民

を
受
け
入
れ
る
と
、
若
い
人
の

数
が
増
え
、
少
子
高
齢
化
が
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
文
化
を
味
わ
え
て
、
様
々

な
国
か
ら
き
た
外
国
人
と
普
通

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
ら
れ
る
国

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く

は
毎
年
日
本
に
行
っ
て
体
験
入

学
を
し
ま
す
。
日
本
の
学
校
は
、

ほ
ぼ
み
ん
な
が
日
本
人
で
し

た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
学

校
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
来

た
子
供
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で

い
る
と
、
他
の
文
化
を
持
っ
て

い
る
人
と
暮
ら
す
の
が
普
通
に

な
っ
て
き
ま
す
。
日
本
も
そ
う

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

次
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
Ａ

Ｉ
つ
ま
り
ロ
ボ
ッ
ト
が
日
常
の

仕
事
を
す
る
時
代
に
な
る
こ
と

で
す
。
日
本
で
あ
る
デ
パ
ー
ト

に
行
く
と
、
毎
年
い
つ
も
同
じ

と
こ
ろ
に
ペ
ッ
パ
ー
と
い
う
ロ

ボ
ッ
ト
が
立
っ
て
い
て
、
僕
た

ち
家
族
に
挨
拶
を
し
ま
す
。
ペ

ッ
パ
ー
は
白
く
て
、
僕
の
背
の

高
さ
（
１
６
０
㎝
）
よ
り
ち
ょ

っ
と
低
い
で
す
。
ペ
ッ
パ
ー
の

黒
い
目
は
大
き
く
て
、
頭
が
丸

く
、
手
は
人
と
同
じ
で
、
指
が

５
本
あ
り
ま
す
。
お
腹
に
あ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
マ
ジ
ッ

ク
を
し
た
り
し
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
レ
ス
ト

ラ
ン
で
働
い
て
い
る
ペ
ッ
パ
ー

も
い
る
そ
う
で
す
が
、
僕
は
ま

だ
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

僕
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
好
き
な
の

で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
見
れ
な
い

ペ
ッ
パ
ー
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト

を
見
る
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

だ
か
ら
、
ペ
ッ
パ
ー
や
ペ
ッ
パ

ー
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
ろ

ん
な
所
で
働
い
て
い
る
日
本
を

期
待
し
て
い
ま
す
。（

滞
米
14
年
）

日
本
語
も
英
語
も
、
ぼ
く
に

と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
言
葉

で
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
自
ぜ
ん

に
使
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
に

は
、
ひ
ら
が
な
や
か
た
か
な
み

た
い
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
あ

っ
て
、
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま

す
。ぼ

く
の
お
母
さ
ん
は
日
本
人

で
、
お
父
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
人

で
す
。
ぼ
く
は
日
本
で
生
ま
れ

て
、
今
は
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で

い
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
ア

メ
リ
カ
人
だ
け
ど
日
本
人
で
も

あ
り
ま
す
。

家
族
で
、
お
父
さ
ん
や
ア
メ

リ
カ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
は
英
語
で
話
し

て
、
お
母
さ
ん
や
日
本
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
は
日
本
語
だ
け
で

話
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
こ
れ
が
続
い
て
い
く
の
で
、

ぼ
く
は
両
方
の
言
葉
を
使
わ
な

い
と
い
け
な
い
し
、
そ
う
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
両
方
の

言
葉
が
話
せ
た
ら
、
大
き
く
な

っ
た
時
、
日
本
に
行
き
た
い
か

ア
メ
リ
カ
に
い
る
か
選
ぶ
事
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
は
ぼ
く
に
と

っ
て
、
と
て
も
重
要
な
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
と
き

ど
き
つ
ま
づ
い
た
り
、
立
ち
止

ま
る
事
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、
小
学
校
一
年
生
か

ら
日
本
語
ほ
習
校
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
三
年
生
ご
ろ
か
ら
、

と
く
に
漢
字
で
つ
い
て
い
け
な

く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

中
休
み
に
友
達
と
色
お
に
を
し

た
り
、
な
わ
と
び
で
遊
ぶ
の
は

楽
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
こ

の
ま
ま
ほ
習
校
に
通
っ
て
も
、

ぼ
く
が
苦
し
く
な
る
か
ら
、
や

め
る
事
に
し
ま
し
た
。

で
も
、
ほ
習
校
を
や
め
た
か

ら
と
言
っ
て
、
日
本
語
の
勉
強

は
や
め
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、

今
ま
で
習
っ
た
事
を
ふ
く
習
し

な
が
ら
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
、
自
分
に
合
っ
た
や
り
方

で
勉
強
し
ま
す
。

ぼ
く
は
車
が
大
す
き
で
す
。

日
本
に
は
、
ト
ヨ
タ
や
マ
ツ
ダ

な
ど
世
界
中
で
有
名
な
車
会
社

が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
と
英
語

を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
け

ば
、
ぼ
く
は
そ
こ
で
働
く
事
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
日
本
語
の

お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

な
が
ら
、
楽
し
く
勉
強
を
し
続

け
ま
す
。

（
滞
米
７
年
）

「
ぼ
く
と
日
本
語
」

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
小
３

ウ
ィ
ア
ー
　
友
樹

夏
は
花
火
だ
。

六
月
に
入
る
頃
、
友
達
が
私

に
そ
う
い
っ
て
か
ら
、
意
味
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
夏
休
み
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
湿
っ
た
日
本

の
夏
は
ジ
リ
ジ
リ
と
皮
膚
を
焼

き
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

疲
れ
る
日
が
し
ば
ら
く
続
い

た
。
慣
れ
な
い
環
境
が
、
音
が

一
つ
ず
れ
た
音
楽
の
よ
う
に
不

気
味
に
響
い
て
さ
ら
に
疲
れ
を

重
ね
て
い
た
。
だ
け
ど
、
そ
ん

な
私
は
今
し
か
な
い
15
歳
の
夏

休
み
を
満
喫
し
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
知
り
合
い

に
誘
わ
れ
、
第
40
回
の
足
立
の

花
火
大
会
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
花
火
大
会
は
東
京
の

夏
花
火
で
は
最
も
開
催
が
早
い

大
会
で
１
時
間
で
約
１
万
３
６

０
０
発
を
打
ち
上
げ
、
高
密
度

に
凝
縮
さ
れ
た
構
成
が
魅
力
的

な
花
火
大
会
だ
。
流
石
に
人
数

が
多
か
っ
た
の
で
少
し
離
れ
た

ビ
ル
の
屋
上
で
見
る
こ
と
に
し

た
。
「
そ
う
言
え
ば
逢
坂
く
ん
、

夏
前
に
な
ん
か
い
っ
て
た
よ

ね
。
な
ん
だ
っ
け
、
夏
は
。
」

覚
え
て
る
け
ど
、
覚
え
て
な
い

ふ
り
を
し
て
し
ま
っ
た
。
自
分

で
も
ど
う
し
て
そ
う
し
た
の
か

わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
私
の
変

な
罪
悪
感
の
よ
う
な
も
の
は
気

付
か
ず
彼
は
少
し
笑
い
な
が
ら

答
え
た
。
「
あ
ぁ
、
夏
は
花
火

だ
、
だ
よ
。
」
知
っ
て
る
。
で

も
意
味
が
わ
か
ら
な
い
な
ん

て
、
悔
し
く
て
言
い
出
せ
な
か

っ
た
。

し
ば
ら
く
雑
談
し
て
い
る

と
、
遠
く
か
ら
始
ま
り
の
合
図

の
音
楽
が
流
れ
る
。
66
万
人
の

注
目
が
一
気
に
夜
空
に
、
そ
の

一
瞬
で
み
ん
な
息
を
飲
ん
だ
。

深
い
夜
に
咲
く
花
は
言
葉
で
は

表
せ
ら
れ
な
い
ほ
ど
美
し
く
飽

き
さ
せ
な
い
魅
力
が
あ
っ
た
。

そ
の
か
す
か
な
火
薬
の
香
り
で

人
は
改
め
て
「
夏
」
で
あ
る
と

感
じ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
蕾
か
ら
放
た

れ
る
火
花
は
飛
び
回
り
、
彩
り

豊
か
な
色
彩
が
暗
闇
と
と
も
に

た
く
さ
ん
の
人
を
照
ら
し
た
。

一
瞬
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
す
ぐ

消
え
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の

に
、
壮
大
な
音
と
光
に
覆
わ
れ
、

ま
た
一
つ
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

今
な
ら
、
わ
か
る
か
も
し
れ

な
い
。
逢
坂
く
ん
が
言
っ
て
た

言
葉
の
意
味
。
そ
れ
は
夏
が
花

火
み
た
い
に
儚
く
、
す
ぐ
終
わ

っ
て
し
ま
う
ん
だ
と
。
「
逢
坂

く
ん
、
何
で
夏
は
花
火
な
の
。
」

い
き
な
り
聞
い
た
か
ら
か
、
彼

は
驚
い
た
顔
を
し
て
い
た
。

「
夏
っ
て
、
ほ
ら
、
楽
し
い
か

ら
。
」
呆
れ
た
顔
を
し
て
笑
い

な
が
ら
続
け
た
。
「
で
も
花
火

み
た
い
に
そ
の
時
は
楽
し
い
け

ど
終
わ
っ
た
時
、
す
ご
い
寂
し

く
な
る
、
、
」
少
し
照
れ
く
さ
そ

う
に
す
る
彼
の
横
顔
が
彼
の
優

し
さ
を
伝
え
て
く
る
気
が
し

た
。
逢
坂
く
ん
の
話
は
別
に
難

し
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、

当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
考

え
す
ぎ
か
、
と
自
嘲
し
て
い
る

と
逢
坂
く
ん
は
花
火
を
眺
め
な

が
ら
ポ
ツ
リ
と
呟
い
た
。
「
そ

れ
に
、
夏
終
わ
っ
た
ら
お
前
帰

っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
ん
、
、
」

逢
坂
く
ん
は
そ
う
呟
い
て
か

ら
、
は
っ
と
こ
ち
ら
を
向
い
て

し
ば
ら
く
互
い
に
驚
い
て
戸
惑

っ
た
顔
を
し
た
。
自
分
が
そ
の

時
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
た
の
か

が
わ
か
ら
な
い
が
、
相
当
面
白

い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思

う
。
「
逢
坂
く
ん
は
情
熱
的
で

す
な
。
」
私
が
笑
う
と
彼
は
顔

を
真
っ
赤
に
し
て
私
を
睨
む
。

顔
が
赤
い
と
い
う
と
、
花
火
に

当
て
ら
れ
た
せ
い
、
と
言
っ
て

聞
か
ず
、
そ
の
時
は
納
得
し
た

が
、
今
考
え
る
と
も
う
す
で
に

花
火
は
終
わ
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
逢
坂
く
ん
の
予
言

通
り
、
風
の
よ
う
な
早
さ
で

日
々
は
過
ぎ
て
い
き
、
と
う
と

う
夏
休
み
の
最
後
の
日
。
照
れ

て
い
た
彼
の
横
顔
は
私
の
中
で

花
火
以
上
の
夏
の
思
い
出
と
な

っ
た
。

（
滞
米
15
年
６
か
月
）

「花火」
ニューヨーク補習授業校Ｗ校中３

宮崎　真弥

さ
む
い
よ
う
　
さ
む
い
よ
う

そ
と
に
で
た
ら
　
さ
む
い
よ
う

わ
た
し
は
　
も
う
す
こ
し
で

そ
と
に
で
な
き
ゃ
い
け
な
い

グ
ラ
グ
ラ
だ
か
ら

で
も
　
こ
こ
は
あ
た
た
か
い
か
ら
で
た
く
な
い
よ
う

あ
あ
　
お
と
う
さ
ん
と
レ
ス
リ
ン
グ
が
は
じ
ま
っ
た

コ
ツ
ン
　
ポ
ロ
ン
　
と
れ
ち
ゃ
っ
た

さ
む
い
よ
う
　
さ
む
い
よ
う

く
ち
の
な
か
か
ら
で
た
く
な
か
っ
た
の
に
　
も
う
〜

や
っ
ぱ
り
　
さ
む
い
よ
う
　
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
よ
う

Tooth Fairy

が
き
て
　

て
で
あ
た
た
め
て
く
れ
る
か
な

お
と
な
の
は
は
、
ま
だ
で
て
だ
め
だ
よ

わ
た
し
は
　
ま
だ
ち
ょ
っ
と
さ
み
し
い
か
ら

つ
ぎ
は
　
ど
ん
な
お
お
き
な
は
が

は
え
て
く
る
の
か
な

わ
た
し
の
こ
と
　
わ
す
れ
な
い
で
ね

（
米
国
生
ま
れ
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn : Sakubun
71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

「
令
和
時
代
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
」

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３河

浜
　
純

「わたしは　まえのはです」
フィラデルフィア日本語補習授業校小１

うさみ　ありさ

■児童生徒作文のページ■

（記載学年は応募時のものです）

http://www.fly-ana.com/
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Carebridge Corporation,
which provides “Kazaguruma
Rehabilitation and Nursing” care
services in Japan, held the fourth
“ Japan’ s Care Service and
Returnee Support Seminar” at
New York City’ s GLOBAL
LABO on the afternoon of
Friday, July 26. Once again, the
number of participants exceeded
the expected number. 

At the beginning of the semi-
nar, CEO of the company Koji
Aoki made an appearance. He

shared that in the World Happiness
Report, America ranked 18th place
while Japan ranked 54th. Explaining that
one must imagine the “happy senior
life,” he asked the participants a total of
20 questions concerning the categories
of “Social Health,” “Economic Health,”
“Mental Health” and “Physical Health.”
On average, the participants that day
answered “Yes” to 17 to 18 questions,
showing that they were “healthier” than
participants in Japan who would answer
“Yes” to around 10. He also explained
that the four tips to living a happy life

are “to take action,” “to make oth-
ers happy,” “to support yourself”
and “to stop comparing yourself to
others.” He also mentioned that in
order to not have regrets, one
should prepare for a fulfilling post-
retirement life years ahead of time.

After the break, nurse Chiharu
Kato and COO/Physical Therapist
Yuya Hirata introduced the
“Kazaguruma Method” to rehabili-
tation and nursing that differs from
other hospitals and care centers.
The company’s service is a hybrid

of Eastern Medicine with immediate
effects and Eastern Medicine targeting
radical treatment, aiming to realize a
world where hospitals are not needed.
They also presented examples of how
the company helped customers achieve
a happy and healthy life with physical
and mental treatment. 

In addition, they introduced their
returnee support service “ The
Hometown Project” that the company
has been working on in partnership
with other companies and profession-
als. 

Finally, they divided the partici-
pants into two groups: “those who
consider returning to Japan soon for
care services” and “those who consider
continuing to work.” The first group
was given a lecture on the specifics of
the returnee support service, and the
second was introduced to the possibili-
ty of partnering with the project. 

Aside from the seminar, individual
consultation meetings were also held
for those who wished to discuss their
personal situations. 

The company is planning a fifth
seminar for late November in
Manhattan and one in New Jersey for
the first time. (Shigeru
Hisamatsu/Translated by Ai Omae)

We Can Help You Come Home to Japan
Carebridge Holds a Seminar in New York

Retirement Is theKey Issue 

Koji Aoki

Yuya Hirata

Chiharu Kato

“What is your
idea of 

happiness
after retirement?”

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/
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２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た

「Fast
&

 Furious

」
（
ワ
イ
ル

ド
・
ス
ピ
ー
ド
）
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
は
９
作
目
だ
が
、
正
確
に

言
え
ば
本
作
は
シ
リ
ー
ズ
の
最

初
の
ス
ピ
ン
オ
フ
に
位
置
付
け

ら
れ
る
。
シ
リ
ー
ズ
途
中
か
ら

登
場
し
て
い
る
デ
ッ
カ
ー
ド
・

シ
ョ
ウ
（
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ス
テ

イ
サ
モ
ス
）
と
ル
ー
ク
・
ホ
ブ

ス
（
ド
ウ
ェ
イ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
）
が
コ
ン
ビ
を
組
む
ス
ー
パ

ー
ア
ク
シ
ョ
ン
。
独
立
し
た
物

語
な
の
で
今
ま
で
シ
リ
ー
ズ
を

見
た
こ
と
が
な
く
、
ス
ト
ー
リ

ー
の
流
れ
を
知
ら
な
い
人
も
全

く
問
題
な
し
。
こ
の
二
人
を
激

突
さ
せ
る
こ
と
で
逆
に
観
客
の

層
は
は
も
っ
と
広
が
る
可
能
性

が
あ
る
。

お
馴
染
み
の
カ
ー
チ
ェ
イ

ス
、
銃
撃
戦
の
ス
ピ
ー
ド
、
ア

ク
シ
ョ
ン
、
ワ
イ
ル
ド
に
加
え
、

な
ぜ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
絆
と
い

う
二
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
テ
ー
マ
を
正
面
か
ら
ぶ

つ
け
、
結
果
的
に
ま
と
ま
り
の

良
い
物
語
が
出
来
上
が
る
。
共

演
は
イ
ド
リ
ス
・
エ
ル
バ
、
バ

ネ
ッ
サ
・
カ
ー
ビ
ー
、
ヘ
レ

ン
・
ミ
レ
ン
ら
。
監
督
は
「
ジ

ョ
ン
・
ウ
ィ
ッ
ク
」
の
デ
ビ
ッ

ド
・
リ
ー
チ
。

筋
肉
も
り
も
り
で
荒
っ
ぽ
い

元
米
外
交
保
安
部
捜
査
官
ホ
ブ

ス
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ベ
ー

ス
。
一
方
、
細
身
で
ク
ー
ル
な

元
Ｍ
Ｉ
６
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
シ

ョ
ウ
は
ロ
ン
ド
ン
で
優
雅
な
生

活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
二
人

に
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
の
仕
事
が
舞
い

込
む
。

Ｍ
Ｉ
６
の
作
戦
チ
ー
ム
は
新

型
の
生
物
兵
器
を
テ
ロ
リ
ス
ト

か
ら
奪
還
し
た
が
、
現
場
に
は

隊
員
の
死
体
が
転
が
り
、
Ｍ
Ｉ

６
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
ハ
ッ
テ
ィ

（
カ
ー
ビ
ー
）
の
姿
と
兵
器
の

か
な
め
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
消

え
て
い
た
。

ホ
ブ
ス
と
シ
ョ
ウ
は
犬
猿
の

仲
。
だ
が
、
「
世
界
を
救
う
」

と
な
れ
ば
話
は
別
だ
。
し
か
も

ハ
ッ
テ
ィ
が
シ
ョ
ウ
の
妹
で
事

件
の
う
ら
に
は
改
造
人
間
ブ
リ

ク
ス
ト
ン
（
エ
ル
バ
）
が
動
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　

ハ
ッ
テ
ィ
は
ウ
イ
ル
ス
を
守

る
た
め
や
む
を
得
ず
自
分
の
身

体
に
ウ
イ
ル
ス
を
注
射
し
現
場

か
ら
持
ち
去
っ
て
い
た
。
ホ
ブ

ス
と
シ
ョ
ウ
は
ブ
リ
ク
ス
ト
ン

の
攻
撃
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
く
中
で
、
ハ
ッ
テ
ィ
の
身
体

か
ら
特
殊
機
器
を
使
い
一
定
の

時
間
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
出

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
モ
ア
出
身
の
ホ
ブ
ス
（
ジ

ョ
ン
ソ
ン
も
実
際
に
サ
モ
ア
の

血
を
引
く
と
い
わ
れ
る
）
が
故

郷
を
舞
台
に
大
型
ヘ
リ
対
車
の

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン

を
含
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
リ
ユ
ニ

オ
ン
大
暴
れ
シ
ー
ン
を
繰
り
広

げ
る
。
ラ
イ
ア
ン
・
レ
イ
ノ
ル

ズ
や
ケ
ビ
ン
・
ハ
ー
ト
ら
が
カ

メ
オ
出
演
で
爆
笑
を
誘
う
。
２

時
間
15
分
。
Ｐ
Ｇ-
13
。
　
（
明
）

「
世
界
を
救
う
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

動
画
予
告
編

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■
Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14
312 W. 34th St.

Fast & Furious

Presents: Hobbs &

Shaw

犬猿の仲のホブス（ジョンソン、左）とショウ（ステイサモス、右）だが

P
h

o
to

 : D
a

n
ie

l S
m

ith
/U

n
iv

e
rs

a
l P

ic
tu

re
s

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
で
７
月
19
日
か
ら
始

ま
っ
た
夏
恒
例
の
日
本
映
画

祭
・
第
13
回
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ

ッ
ツ
」
が
７
月
28
日
閉
幕
し
た
。

映
画
祭
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は

箱
田
優
子
の
監
督
デ
ビ
ュ
ー
作

品
「
ブ
ル
ー
ア
ワ
ー
に
ぶ
っ
飛

ば
す
」
。
箱
田
監
督
と
主
演
女

優
の
夏
帆
（
か
ほ
）
、
シ
ム
・

ウ
ン
ギ
ョ
ン
が
駆
け
つ
け
、
上

映
前
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た

箱
田
監
督
は
「
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

に
選
ん
で
い
た
だ
い
て
光
栄
。

で
も
、
今
回
の
26
本
の
中
で
き

っ
と
一
番
面
白
い
で
す
！
」
と

太
鼓
判
を
押
し
、
会
場
か
ら
の

大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

同
作
は
、
自
分
に
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
を
抱
き
つ
つ
東
京
で
働

く
30
歳
の
女
性
・
砂
田
（
夏
帆
）

が
自
由
奔
放
な
親
友
（
シ
ム
）

と
大
嫌
い
な
故
郷
・
茨
城
へ
帰

る
話
。
同
映
画
は
日
本
全
国
で

は
10
月
に
劇
場
公
開
と
な
る
最

新
作
だ
。
上
映
後
に
登
壇
し
た

箱
田
監
督
は
、
「
女
優
２
人
と

役
作
り
に
つ
い
て
事
前
に
す
ご

く
話
し
た
」
と
制
作
過
程
を
語

っ
た
。
会
場
か
ら
「
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
イ
メ
ー
ジ
の
日
本
女
性

で
は
な
い
女
性
た
ち
が
登
場
し

て
興
味
深
か
っ
た
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
る
と
、
箱
田
監
督
は

「
そ
う
で
す
ね
」
と
我
が
意
を

得
た
り
と
い
う
表
情
で
「
今
の

女
の
人
の
リ
ア
ル
を
常
に
考

え
て
い
た
」
と
説
明
し
た
。

会
場
に
い
た
あ
る
日
本
人
は

「
日
本
で
話
題
と
な
っ
て
い
る

『
新
聞
記
者
』
に
も
出
演
し
て

い
る
シ
ム
・
ウ
ン
ギ
ョ
ン
さ

ん
を
見
た
く
て
来
た
」
と
言
い
、

最
前
列
で
鑑
賞
し
て
い
た
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
「
夏
帆
さ
ん

に
会
い
た
く
て
ハ
ワ
イ
出
張
を

変
更
し
て
駆
け
つ
け
た
」
と
話

し
た
。

今
年
の
同
祭
は
長
編
26
編
短

編
16
編
を
上
映
、
登
壇
し
た
映

画
人
は
20
人
を
超
え
た
。
最
終

日
の
会
場
は
ほ
ぼ
非
日
本
人
の

観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
日
本

映
画
や
日
本
の
俳
優
な
ど
の
根

強
い
フ
ァ
ン
が
多
い
こ
と
が
感

じ
ら
れ
た
。
今
年
の
日
本
映
画

界
に
貢
献
す
る
監
督
や
俳
優
の

功
績
を
称
え
る
「
カ
ッ
ト
・
ア

バ
ブ
）
」
賞
は
塚
本
晋
也
監
督

に
贈
ら
れ
、
24
日
に
授
賞
式
が

行
わ
れ
た
。
　
（
小
味
か
お
る
）

女
性
像
の
リ
ア
ル
描
く

塚
本
監
督
に
功
労
賞

カ
�
ト
・
ア
バ
ブ

日本映画NYで人気
ジャパンカッツ閉幕

最終日の舞台挨拶。左からシム・ウンギョン、夏

帆、箱田監督（Photo: Kaoru Komi)

カットアバブ賞を受賞した塚本
監督（Photo: George Hirose)

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.hobbsandshaw.com/videos/


(23)　［文化・芸能］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月10日（土）

EVENT
■ニューヨーク・ナウ＝10日〜14日ま
で Jacob K. Javits Convention Center
(655 W. 34th St) Tel:800-272-7469　世
界からホームとライフスタイルに関す
る製造、輸入、小売業者ら約2800件が
集まる雑貨とインテリア商品の見本市。
詳細はwww.nynow.com/future-market
■夏のレストラン・ウィーク2019＝16
日まで（市内300以上の加盟レストラン）
市内の主要人気レストランが参加して
行う毎年恒例のグルメな3週間。ランチ

（２コース）は$26、 ディナー（３コー
ス）は$42。いずれも飲み物や税金、サ
ービス料は別途。　
詳細はwww.nycgo.com/restaurantweek
■ブロードウエー・イン・ブライアン
トパーク＝ 15日 ま で の 毎 週 木 曜 日
12:30　Bryant Park (bet Fifth Ave & 6th
Ave, and 40th St & 41st St)　入場無料
特設野外ステージにブロードウェーの
歌手やダンサーが登場しショーのハイ
ライト形式で人気ナンバーを披露する。
詳細はhttp://bryantpark.org/
■第45回ハーレム・ウィーク2019＝24
日まで（135th St bet Malcom X Blvd &

St Nicholas Ave) ハーレムの文化、歴史、
音楽をを祝うイベント。期間中は野外
でのアートショーやパフォーマンス、
音楽、ストリートフェア、フィルム、
５Ｋマラソン、バスケットボールなど
のスポーツ試合、屋内でのコンサート
やファッションショーなど、100を超え
るイベントが予定されている。
詳細はhttps://harlemweek.com
■ビクトリアン・ガーデン＝9月8日ま
で　開園時間は曜日によって異なる
Wallman Rink (830 5th Ave) Tel:212-
982-2229  入場料：＄８.50（平日）
＄９.50（週末）乗物及びゲーム料金は
別途　夏季恒例、昔ながらのクラシッ
クな遊園地がセントラルパークの特設
会場に登場。乗り物やゲームが一杯で
家族みんなで楽しめる。
詳細はwww.victoriangardensnyc.com/
■ハドソン・リバー・パーク・イベン
ト2019＝9月28日まで 時間と場所はイ
ベントにより異なる（Hudson River
Parks全域） 入場無料　コンサートや子
供向けイベント、各種エクササイズ、
ヨガ、ダンス、ボート乗り、フィッシ
ング、フィルムなどが無料で楽しめる。
詳細はwww.hudsonriverpark.org

MUSIC
■ブルーノート＝25日まで 20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592 出演：〜11日ニコラ
ス・ペイトン／13日〜18日ディジー・
ギレスビー・オールスター・ビッグ・
バンド／20日〜25日エディ・パルミエ
リ　　　詳細はwww.bluenote.net/
■ジョーンズビーチ・コンサート
2019＝30日まで　時間と料金はアーテ
ィストによって異なる Jones Beach
Theater（Wantagh N.Y.）Tel: 800-279-
4444　人気アーティストがラインナッ
プ。出演：10日ジョン・ベリオンほ
か／23日、24日ザック・ブラウンほ
か／25日サンタナ、ドゥービー・ブラ
ザーズ／29日ブッシュほか／30日ブラ
ッド・ペーズリーほか
詳細はwww.jonesbeach.com

DANCE&THEATER
■リンカーンセンター・アウト・オ
ブ・ドアーズシリーズ2019＝11日まで
時間と公演日はアーティストによって
異 な る （ Lincoln Center内 各 会 場 ）
Tel:212-875-5766　入場無料　世界各国
からの出演者によるパフォーミングア
ーツと、アメリカ音楽のルーツを探る
シリーズ。ジャズ、ゴスペル、ブルー
ス、カントリーなどが無料で楽しめる。
詳細はwww.lincolncenter.org
■シェークスピア・イン・ザ・パーク
公演＝ 11日 ま で の ほ ぼ 毎 日  20:00
Central Park Delacorte Theater（5th
Ave & 79th St Entrance, CPW & 81st St
Entrance）Tel: 212-260-2400  入場無料
人気の野外イベント。シーズン後半は

「コリオレイナスを公演する。チケット
は当日正午以降に直接デラコルテ野外
劇場に行って入手するほか、同シアタ
ーでの抽選やオンラインなどの方法が
ある。1人2枚まで。

本紙掲載の記事、写真の無断転

載を禁じます。本紙に掲載された

広告内容に関してはＮＹ生活プレ
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日
本
か
ら
の
広
告
も
承
り
ま
す

www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

406

白
い
色
は
恋
人
の
色

ベ
ッ
ツ
ィ
＆
ク
リ
ス

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年8月10日号

❶ NYで広島・長崎原爆
式典平和の集いを開催

バ
ー
の
う
ち
ク
リ
ス
が
ギ
タ

ー
を
手
に
持
ち
、
ふ
た
り
の

ボ
ー
カ
ル
で
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聴
か
せ
た
。
翌
年
に

わ
た
り
ヒ
ッ
ト
し
、
70
年
の

オ
リ
コ
ン
年
間
ヒ
ッ
ト
チ
ャ

ー
ト
で
は
第
11
位
。

詳細はwww.shakespeareinthepark.org
■ＨＢＯブライアント・パーク・サマ
ー・フィルム・フェスティバル＝12日ま
での毎週月曜夜　午後５時開場、上映は
日没後　Bryant Park(bet Fifth Ave & 6th
Ave, and 40th St & 41st St)　入場無料
夏の夕べ、ピクニック気分でクラシック
映画を楽しめる。　
詳細はwww.bryantpark.org
■セントラルパーク・サマーステージ＝
9月24日まで　時間や場所は公演によっ
て異なる（市内各公園）入場無料　30年
以上続くサマーイベント。音楽、ダンス、
サーカス、アクロバット、子供や家族向
けプログラムなどのパフォーミングアー
ツを無料で体験できる。
詳細はwww.summerstage.org/

ART
■目に見えない海特別展＝18日まで
American Museum of Natuaral
History（200　Central Park West）
Te:212-769-5100　入場料（任意寄付）:
＄23（大人）、＄18（学生・シニア）、
＄13（２歳〜12歳）海洋生態系の特別展。
海洋探査の最新情報や技術で、表層の
70％が海に覆われた海洋惑星である地球
の神秘や科学的な解明を紹介する。　
詳細はwww.amnh.org
■キャンプ・ファッション展＝9月8日ま
で　Metropolitan Museum of Art (1000
Fifth Ave) Tel:212-535-7710 入場料：
＄25（大人）、＄17（シニア）、＄12（学
生）、12歳未満無料（NY州居住者および
NJ、NJ、CT州の学生は任意額。要IC提示）
スーザン・ソンタグ（故人）が執筆した

「キャンプについてのノート」に着想を
得て、大袈裟で行き過ぎたファッション
を集めて展示中。デザイン分野でも多彩
な才能を輩出してきたゲイカルチャーを
含めファッションは色彩やプリント、パ
ターン、素材、シルエット、装飾といっ
た多様な要素を用いて美意識を誇張表現
してきた。楽しいお祭りのような展示に
注目。　　
詳細はwww.metmuseum.org
■ホイットニー・ビエンナーレ＝9月22
日まで　Whitney Museum of American
Art (99 Gansevoort St. ) Tel: 212-570-
3600 ＄25（大人）、＄18（シニア・学生）
18歳未満は無料　アメリカ美術に特化し
た同館が２年に一度行うアート界の最先
端を紹介する特別展。今回は絵画、彫刻、
インスタレーション、映像、写真、音響
など75人の作品が並ぶ。
詳細はwww.whitney.org
■ティファニーのガラスの虹色合い展＝
10月6日まで　Queens Museum (New
York City Bldg. Flushing Meadows Corona
Park) Tel:718-592-9700 入場料：＄8（大
人）、＄4（シニア）18歳未満無料　米国
でのステンドグラス製作で第一人者とし
て名を残すルイス・C・ティファニー。
その最大の収集家であったノイシュタッ
ト夫妻の膨大なコレクションから展示。
フランスでアールヌーボーに触発された
ティファニーが古いヨーロッパの技法を
再現しデザインとカラフルな色彩を加味
して創り出したガラスに魅了される。　
詳細はhttps://queensmuseum.o

１
９
６
９
年
10
月
発

売
。
発
売
元
は
日
本
コ

ロ
ム
ビ
ア
。
ア
メ
リ
カ

人
女
性
デ
ュ
オ
の
ベ
ッ

ツ
ィ
＆
ク
リ
ス
が
放
っ

た
ヒ
ッ
ト
・
シ
ン
グ

ル
。
ザ
・
フ
ォ
ー
ク
・

ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
の
メ
ン

バ
ー
だ
っ
た
北
山
修
と

加
藤
和
彦
が
作
詞
・
作

曲
を
手
が
け
た
。
メ
ン

毎
年
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
時

季
に
な
る
と
秋
は
何
を
着
よ
う

か
と
、
頭
の
中
が
動
き
始
め
る
。

と
い
っ
て
も
わ
た
し
の
頭

だ
、
と
て
つ
も
な
い
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
浮
か
び
っ
こ
な
い
。
ご

く
ご
く
当
た
り
前
…
…
昔
か
ら

あ
っ
た
素
材
で
あ
る
。
例
え
ば

ツ
イ
ー
ド
、
例
え
ば
コ
ー
デ
ュ

ロ
イ
。
い
ず
れ
も
定
番
中

の
定
番
、
今
さ
ら
…
と
い
わ
れ

る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。

だ
が
、
ひ
と
口
に
コ
ー
デ
ュ

ロ
イ
と
い
っ
て
も
、
ウ
ネ
の
広

い
も
の
か
ら
細
い
も
の
。
カ
ラ

ー
に
い
た
っ
て
は
お
な
じ
み
の

色
も
あ
れ
ば
ニ
ュ
ー
カ
ラ
ー
も

あ
る
。
ま
た
、
産
地
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
日
本
、
英
国
、
イ
タ
リ

ア
製
な
ど
。
お
国
柄

と
い
う
か
、
国
に
よ

っ
て
微
妙
に
色
の
好

み
が
違
う
。

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の

特
徴
は
あ
の
ウ
ネ

（W
A

LE

）
に
あ
る
。

広

さ

に

よ

っ

て

「

W
ID

E
-W

A
L

E

（
太

コ

ー

ル

）
」
、

「

R
E

G
U

L
A

R
-

W
A

L
E

（
中
コ
ー

ル

）
」

そ

し

て

「PIN
-W

A
LE

（
細
コ
ー
ル
）
」

が
あ
る
。
太
コ
ー
ル
は
コ
ー
ト
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
中
コ
ー
ル
は
ス

ー
ツ
、
パ
ン
ツ
、
細
コ
ー
ル
は

シ
ャ
ツ
用
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
わ
た
し
が
好
き
な

の
は
中
コ
ー
ル
だ
。
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

285：秋の定番「コーデュロイ」

津
軽
三
味
線
奏
者
の
史
佳

（
ふ
み
よ
し
）
を
招
い
た
生
演

奏
イ
ベ
ン
ト
が
、
今
月
７
日

か
ら
酒
蔵
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
（
東
９
丁
目
２
３
１
番
地
、

電
話
２
１
２
・
９
７
９
・
９

６
７
８
）
で
開
催
さ
れ
て
い

い
る
。
９
日
（
金
）
、
14
日

（
水
）
、
16
日
（
金
）
、
21
日

（
水
）
に
も
行
わ
れ
、
ラ
イ
ブ

中
は
ア
サ
ヒ
生
ビ
ー
ル
を
４

ド
ル
、
日
本
酒
田
酒
を
５
ド

ル
で
提
供
さ
れ
る
。

ま
た
、
10
月
に
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
行
う
単
独
公
演

の
プ
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
23
日

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、
茶
菴

（
東
９
丁
目
２
３
０
番
地
、
電

話
２
１
２
・
２
２
８
・
８
０

３
０
）
３
階
で
特
別
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
す
る
。
入
場
料

は
15
ド
ル
（
シ
ャ
ン
パ
ン
１

杯
付
き
）
。

史
佳
は
１
９
７
４
年
新
潟

生
ま
れ
。
９
歳
か
ら
津
軽
三

味
線
の
師
匠
で
母
で
も
あ
る
高

橋
竹
育
よ
り
三
味
線
を
習
い
始

め
る
。
音
の
響
き
を
大
切
に
す

る
「
弾
き
三
味
線
」
奏
法
を
得

意
と
し
、
古
典
を
ベ
ー
ス
と
し

な
が
ら
も
伝
統
芸
能
の
枠
を
超

え
た
新
し
い
音
楽
を
模
索
す

る
。
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
に
国
内
外
で
活
動
中
。

詳
細
はhttps://squ

are-
u

p
.co

m
/sto

re/ch
aan

-
classes/item

/japan
ese-

traditional-m
usic-perfor-

m
ance-sham

isen

を
参
照
。

津
軽
三
味
線
の
史
佳

酒
蔵
と
茶
菴
で
生
演
奏
イ
ベ
ン
ト

https://www.hondag.com
http://www.nikkeius.com
https://www.youtube.com/watch?v=BMkJjevfaiY
https://youtu.be/3MIMaDzOWBQ
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ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス
（
以

下
ハ
ル
と
記
載
）
は
、
正
真
正

銘
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
「
レ
ジ

ェ
ン
ド
」
で
あ
っ
た
。
１
９
５

０
年
代
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
演
出
家
と
し
て
大
活
躍
。

今
年
７
月
31
日
に
亡
く
な
る
ま

で
現
役
だ
っ
た
。
享
年
91
歳
。

「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
り
、
「
オ

ペ
ラ
座
の
怪
人
」
の
演
出
家
。

そ
の
他
、
手
掛
け
た
名
作
は
、

「
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾

き
」
、
「
エ
ビ
ー
タ
」
、
「
キ
ャ
バ

レ
ー
」
、
「
シ
ー
・
ラ
ブ
ス
・
ミ

ー
」
、「
く
た
ば
れ
ヤ
ン
キ
ー
ス
」

と
数
え
切
れ
な
い
。
同
じ
く
巨

匠
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ソ
ン
ド
ハ

イ
ム
（
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ

ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
作
詞
家
）

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品

に
は
、
「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
、
「
フ

ォ
ー
リ
ー
ズ
」
、
「
ス
ウ
ィ
ニ
ー

ト
ッ
ド
」
、
「
太
平
洋
序
曲
」
と

多
々
あ
る
。
そ
し
て
ト
ニ
ー
賞

を
21
回
も
受
賞
し
て
い
る
。

私
が
ハ
ル
に
最
初
に
会
っ
た

の
は
、
２
０
０
４
年
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
で
「
太
平
洋
序
曲
」

の
リ
バ
イ
バ
ル
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
時
だ
っ
た
。
宮
本
亜
門

の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
デ
ビ
ュ
ー

作
と
な
っ
た
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
、
元
々
は
１
９
７
６
年
に

ハ
ル
が
演
出
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

私
の
リ
バ
イ
バ
ル
版
を
観
に
来

て
く
れ
て
、
そ
の
劇
場
で
の
出

会
い
だ
っ
た
。
私
が
挨
拶
を
し

よ
う
と
す
る
と
、
席
か
ら
立
ち

上
が
っ
て
「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
私
は
緊
張
し
て
い
て
ま

と
も
な
返
事
さ
え
で
き
な
か
っ

た
。
私
の
よ
う
な
駆
け
出
し
の

小
物
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
た
め

に
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
も
感
激
し
た
。
後
で
そ
の
時

の
こ
と
を
話
す
と
、
「
あ
の
作

品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
の
は

大
変
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
し
、

K
um

iko

の
た
め
な
ら
、
も
ち

ろ
ん
い
つ
で
も
立
ち
上
が
る

よ
。
」
と
、
私
を
上
手
に
お
だ

て
て
く
れ
た
。
そ
の
お
陰
で
、

後
に
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
（
Ｐ
Ｏ
Ｂ
）
」

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
す
る
勇
気

を
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｂ
は
、
ハ
ル
の
キ
ャ
リ

ア
を
讃
え
た
作
品
で
、
彼
の
作

品
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歌
や
場

面
を
抜
粋
し
、
繋
ぎ
合
わ
せ
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。O

vertu
re

は
、
何
と
14
作
品
の
名
曲
か
ら

な
り
全
編
で
約
４
分
。
彼
の
通

算
70
年
に
及
ぶ
実
績
を
網
羅
し

た
作
品
だ
っ
た
。
ト
ラ
イ
ア
ウ

ト
公
演
が
日
本
で
行
わ
れ
、
そ

の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
ハ
ル
と
再
会
。
い

ざ
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
！
と
い
う
時
、
ハ

ル
か
ら
そ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
難
役
で

は
あ
る
、
で
も
大
変
光
栄
な
こ

と
で
、
悩
ん
で
い
る
場
合
で
は

な
い
。
チ
ャ
ン
ス
は
一
回
し
か

な
い
の
だ
か
ら
。
私
は
実
現
で

き
る
当
て
も
な
い
ま
ま
、
瞬
時

にY
es

と
返
事
を
し
た
。
こ
の

作
品
は
、
２
０
１
７
年
８
月
か

ら
期
間
限
定
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
リ
ー
ド

マ
ン
・
シ
ア
タ
ー
（
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
・
シ
ア
タ
ー
・
ク
ラ
ブ
）

で
、
ハ
ル
自
ら
の
演
出
で
上
演
。

無
事
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
進
出
を

果
た
し
た
。

こ
の
作
品
の
準
備
の
た
め
、

必
然
的
に
、
ハ
ル
は
自
身
の
長

い
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
キ
ャ
リ
ア

を
紐
解
く
こ
と
に
な
っ
た
。
私

に
と
っ
て
は
歴
史
的
人
物
の
話

や
、
種
々
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
そ

の
歴
史
を
駆
け
抜
け
た
本
人
か

ら
聞
く
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

得
た
。
ま
た
、
失
敗
談
も
含
め
、

経
験
則
を
惜
し
げ
も
な
く
語
っ

て
く
れ
た
。

ま
さ
か
、
こ
れ
が
ハ
ル
の
最

後
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
作
品
に

な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｂ
の
準
備
期
間
、

ハ
ル
が
私
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
認
め
て
く
れ
た
と
実
感

し
た
瞬
間
が
あ
り
天
に
も
昇
る

心
地
だ
っ
た
。
で
も
そ
の
後
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
フ
レ
ン

ド

に

。

ハ

ル

か

ら

「m
y

friend

」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

日
が
来
る
と
は
想
像
だ
に
も
し

て
い
な
か
っ
た
。

思
い
や
り
の
あ
る
人
で
も
あ

っ
た
。
母
が
Ｐ
Ｏ
Ｂ
を
観
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
際
、
観

劇
の
翌
日
、
ハ
ル
の
著
書
が
サ

イ
ン
入
り
で
送
ら
れ
て
き
た
。

ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス
と
い

う
レ
ジ
ェ
ン
ド
か
ら
直
接
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て
も
ら
え

る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
感
謝

の
思
い
し
か
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
糧
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
不
覚
に
も
、
私
は
ハ
ル
は

不
死
身
だ
と
信
じ
て
い
た
の
だ

と
思
う
。
彼
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
、
ま
だ
受
け
入
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
。
涙

が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

I
m

iss
y
ou, H

al.

（
よ
し
い
・
く
み
こ
／
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
社
長
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

ハルの右腕である演出補のダニエル・カトナー、振付補のジェームズ・グレイとハル

（2017年８月プリンス・オブ・ブロードウェイ／POBのオープニングパーティーで）

Ｐ
Ｏ
Ｂ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
当
日

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
語
る
あ
り
し
日
の
プ
リ
ン
ス
氏

不
死
身
と
信
じ
て
い
た

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
巨
匠

惜
別
追
悼
寄
稿

吉
井
久
美
子

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

Ａ
Ｂ
Ｃ
を
教
わ
る

http://www.senka.com/
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